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昭
和
２１
年
１０
月
１５
日
付
け

創
刊
号
の
「
創
刊
の
譜
」
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

◇

◇

◇

戦
時
中
、
時
局
の
要
請
に

鑑
み
、
わ
が
業
界
紙
は
自
発

的
廃
刊
を
余
議
な
く
さ
れ

た
。
こ
れ
は
業
界
の
た
め
に

も
悲
劇
で
あ
り
哀
史
で
あ
っ

た
が
、
終
戦
以
来
業
界
の
再

建
復
興
は
著
々
緒
に
就
き
、

そ
の
指
標
た
る
べ
き
業
界
紙

の
出
現
を
要
望
す
る
声
は
ほ

う
は
い
と
し
て
漲
り
、
全
国

業
界
の
熾
烈
な
要
望
と
な
っ

た
。こ

の
要
望
に
応
え
て
、
多

年
操
瓢
界
に
あ
り
聊
業
界
に

貢
献
し
き
た
っ
た
吾
等
同
人

は
決
起
茲
に
本
紙
を
創
刊
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
固
よ
り

業
界
新
聞
の
必
要
に
つ
い
て

は
既
に
業
者
各
位
の
認
識
せ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
敢
え

て
多
弁
を
要
し
な
い
。

元
来
、
平
和
産
業
部
門
に

あ
っ
て
特
殊
の
地
歩
を
占
め

て
き
た
わ
が
業
界
は
将
来
国

際
貿
易
関
係
の
回
復
す
る
暁

に
於
い
て
、
見
返
品
其
他
の

輸
出
に
期
待
す
べ
き
も
の
が

多
く
、
常
に
そ
の
中
核
た
る

の
使
命
を
賦
興
さ
れ
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
国
内
的
に
も

斯
業
が
国
民
の
日
重
生
活
に

極
め
て
密
接
至
大
の
環
聯
を

有
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か

ら
斯
業
の
速
や
か
な
再
建
こ

そ
、
ま
さ
に
平
和
国
家
再
建

の
一
翼
を
擔
ふ
業
者
に
課
せ

ら
れ
た
る
焦
眉
の
急
務
と
謂

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
紙
は
全
国
業
界
再
建
へ

の
唯
一
の
指
標
た
る
べ
く
眞

に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
専
門

紙
と
し
て
、
そ
の
使
命
達
成

に
邁
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

希
く
は
大
い
な
る
首
途
に

方
っ
て
、
全
業
界
各
位
の
支

援
を
切
に
熱
願
し
て
や
ま
な

い
。

社
長

早
川
平
助

そ
し
て
日
本
時
計
工
業
会

理
事
長
の
服
部
正
次
氏
が
創

刊
に
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
と
し

て
「
今
回
わ
が
時
計
工
業
会

多
年
待
望
の
業
界
紙
が
発
刊

の
運
び
に
立
ち
至
っ
た
こ
と

は
、
誠
に
欣
喜
の
情
に
堪
え

な
い
次
第
で
あ
る
」
と
冒
頭

に
述
べ
て
い
る
。

日
本
時
計
工
業
会
東
部
支

部
長
の
吉
田
庄
五
郎
氏
も

「
終
戦
以
来
業
界
紙
の
必
要

性
と
そ
の
實
現
の
要
望
が
関

係
業
界
か
ら
斉
し
く
痛
感
さ

れ
て
い
た
矢
先
今
回
の
時
計

工
藝
新
聞
が
創
刊
さ
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
は
真
に
我
が
意

を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
吾

人
の
こ
れ
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
」
と
創
刊
に
寄
せ
る

言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
漢
字
は
で
き
る
だ
け
現

代
の
使
い
方
に
直
し
て
掲
載

し
た
が
、
言
い
回
し
は
原
文

の
ま
ま
）

昭
和
２１
年
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
日
本
が
無
条
件
降

伏
し
た
翌
年
で
米
国
の
統
治

下
に
あ
り
、
イ
モ
や
雑
炊
の

立
ち
売
り
か
ら
日
用
品
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
水
で
割
っ
た
だ

け
の
「
バ
ク
ダ
ン
」
も
登
場

し
た
「
闇
市
」
が
栄
え
、
上

野
駅
前
に
、
外
地
引
揚
者
マ

ー
ケ
ッ
ト
「
ア
メ
横
」
も
誕

生
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
４
年
ぶ
り

早
慶
戦
野
球
の
復
活
、
東
宝

が
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て

新
人
を
募
集
し
、三
船
敏
郎
、

久
我
美
子
ら
が
合
格
し
た
り

と
徐
々
に
明
る
さ
も
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
紙
の

主
張
で
は
「
終
戦
以
来
早
く

も
１
年
有
余
、
混
迷
と
疱
疹

虚
脱
か
ら
、
業
界
人
は
今
や

再
建
へ
の
逞
し
い
意
欲
に
燃

え
て
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ

る
。
元
来
平
和
産
業
の
特
集

部
門
と
し
て
そ
の
な
い
は
い

を
伝
え
育
成
さ
れ
て
き
た
時

計
金
属
工
業
を
中
核
と
す
る

わ
が
業
界
の
再
建
こ
そ
、
と

り
も
な
ほ
さ
ず
平
和
日
本
再

建
へ
直
結
す
る
途
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

時
計
工
藝
新
聞
は
、
昭
和
２１
年
（
１
９
４
６
年
）
１０
月
１５
日
に
創
刊
し
、
今
年
で
７０
周

年
を
迎
え
る
。
当
初
は
月
１
回
の
発
行
だ
っ
た
が
昭
和
２４
年
１０
月
か
ら
新
聞
用
紙
の
増
配

を
受
け
、
月
２
回
発
行
を
行
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
号
数
も
こ
の
３
月
２０
日
号
で
２
３
２

８
号
と
な
り
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
関
係
各
位
の
ご
援
助
の
お
陰
で
す
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

弊
紙
・
時
計
工
藝
新
聞
社
は
、
今
年
、
創
刊
７０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
御
支
援
の
賜
物
と
熱
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
こ
で
来
る
平
成
２８
年
６
月
２１
日
（
火
曜
日
）
に
東
京

都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム
で
、
こ
れ
ま
で
御
支
援
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
方
に
御
礼
の
意
味
を
込
め
、
無
料
の
『
堀
江
眞

美
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
席
に
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
�
０３
―
３
８
３
４
―
４
８
８
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０３
―
３
８
３
４
―
４
２
８
７
担
当
‥
榎
本
ま
で
。

本
号
は
創
刊
７０
周
年

特
別
号
。
１
～
６
ペ

ー
ジ
に
復
刻
版
掲
載

ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か

ち
ま
ち
（
Ｊ
Ｔ
Ｏ
、
高
橋
隆

之
会
長
）
の
「
第
８７
回
Ｊ
Ｔ

Ｏ
フ
ェ
ア
」
が
、
３
月
１６
日

の
午
前
１０
時
か
ら
秋
葉
原
Ｕ

Ｄ
Ｘ
ビ
ル
２
階
の
ア
キ
バ
・

ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た

前
日
か
ら
の
高
崎
線
（
熊

谷
～
高
崎
間
、
大
宮
～
上
野

間
）
運
転
見
合
わ
せ
の
影
響

も
な
く
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
前

か
ら
整
理
券
が
な
く
な
る
ほ

ど
長
い
列
が
作
ら
れ
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
小
走
り

で
目
的
の
ブ
ー
ス
に
急
ぐ
姿

が
見
ら
れ
た
。

今
年

初
の
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ

ア
は
、
３６
社
が
出
展
。
春
の

商
戦
に
向
け
た
、
各
社
自
慢

の
新
製
品
、
限
定
商
品
、
売

れ
筋
商
品
な
ど
、
お
買
い
得

な
目
玉
商
品
を
豊
富
に
用
意

し
て
い
た
。

毎
回
好
評
の
朝
市
の
ほ

か
、
正
午
ま
で
に
来
場
の
先

着
６
０
０
人
に
、
「
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｂ
Ａ
―
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
レ
ス
ト

ラ
ン
街
お
食
事
券
・
飲
物
券

の
進
呈
と
い
っ
た
企
画
を
継

続
し
て
開
催
。

恒
例
の
大
抽
選
会
は
、
特

賞
５
万
円
の
現
金
３
本
の

他
、
３
０
０
０
本
以
上
の
現

金
が
当
る
う
え
に
、
抽
選
の

外
れ
玉
に
対
し
て
希
望
の
方

に
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
券
を
配
布
、

午
後
２
時
に
抽
選
会
を
行

い
、
特
賞
１０
万
円
の
当
日
ご

利
用
頂
け
る
お
買
物
券
の

他
、
敗
者
復
活
賞
ま
で
多
数

の
お
買
物
券
を
用
意
し
た
。

【
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
賞
（
現

金
）
】
３
万
円
お
買
い
上
げ

ご
と
に
１
回
抽
選
。

▽
特
賞
�
５
万
円
３
本
▽

１
等
�
１
万
円
１０
本
▽
２
等

�
５
０
０
０
円
２０
本
▽
３
等

�
２
０
０
０
円
１
０
０
本
▽

４
等
�
１
０
０
０
円
２
５
０

本
▽
５
等
�
５
０
０
円
１
０

０
０
本
▽
６
等
�
１
０
０
円

２
０
０
０
本
。

《
合
計
》
３
３
８
３
本
。

【
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
（
当
日

お
買
物
券
）
】
午
後
２
時
１

回
の
み
抽
選
。

▽
特
賞
�
１０
万
円
１
本
▽

１
等
�
５
万
円
１
本
▽
２
等

�
３
万
円
３
本
▽
３
等
�
１

万
円
２０
本
▽
敗
者
復
活
賞
�

５
０
０
０
円
３０
本
。

《
合
計
》
５５
本
。

【
第
８７
回
出
展
社
】
（
５０

音
順
）�株
ア
イ
ボ
リ
ー
、�株
ア

ベ
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
�株
石
原
商

店（
パ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）、
�株
宇

土
真
珠
、
�株
エ
ク
セ
レ
ン
ト

ジ
ェ
ム
、�株
エ
ス
テ
ー
ト
、�有

大
ハ
タ
パ
ー
ル
工
業
、
�株
オ

ー
ロ
ラ
、�有
き
し
の
宝
飾
、�株

ク
ワ
リ
宝
飾
ジ
ェ
イ
・
ワ
ン
、

さ
く
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
�株
、
�株
三
和

真
珠
、�株
Ｓ
Ａ
Ｎ
、�有
セ
ブ
ン

宝
飾
、
�株
セ
ン
ト
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
、ダ
イ
ド
ウ
商
事
�株
、�株

高
橋
宝
飾
、
中
外
鉱
業
�株
銀

座
ル
ピ
ナ
ス
、
�有
デ
ィ
ー
エ

ヌ
デ
ィ
ー
、�株
ト
ー
キ
、東
京

高
橋
パ
ー
ル
�有
、
ト
リ
プ
ル

・
エ
ー
、中
川
装
身
具
工
業
�株

き
ん
や
、
�株
南
洋
真
珠
ジ
ャ

パ
ン
、�株
ハ
イ
タ
イ
ム
ズ
、パ

ー
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
パ
ル
ジ

ェ
�株
、
�株
日
向
宝
飾
、
�株
廣

畑
、�株
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
、

�株
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
、
Ｍ
Ａ
Ｈ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
�有
、

�株
三
原
真
珠
、村
田
宝
飾
�株
、

�株
ヤ
マ
、�株
ユ
ニ
オ
ン
真
珠
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
（
中
央
が
高
橋
会
長
）

東
京
貴
宝
�株
（
東
京
都
台

東
区
、
中
川
千
秋
社
長
）は
、

「
第
２７
回
国
際
宝
飾
展
」
Ａ

３
―
３４
の
小
間
に
「
さ
く
ら

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
を
出
品
し

大
変
好
評
を
得
て
い
た
。

さ
く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
、
従
来
の
ブ
リ
リ
ア
ン
カ

ッ
ト
（
５８
面
体
）
よ
り
も
カ

ッ
ト
面
が
１
・
５
倍（
２９
面
）

多
い
１０
角
形
８７
面
体
の
繊
細

な
き
ら
め
き
を
演
出
し
、
可

憐
な
桜
の
花
を
中
央
に
浮
か

び
上
が
ら
せ
た
。
ベ
ル
ギ
ー

・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
熟
練
し

た
カ
ッ
ト
技
術
に
よ
り
開
花

し
た
桜
の
花
で
あ
る
。

こ
の
カ
ッ
ト
は
Ｅ
Ｕ
（
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
）
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
韓
国
、
日
本

で
意
匠
登
録
を
取
得
し
て
い

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
ト
で
あ

る
。さ

く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
、
桜
の
花
び
ら
を
美
し
く

表
現
す
る
た
め
に
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
透
明
度
は
、
グ
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
証

明
さ
れ
る
Ｖ
Ｓ
ク
ラ
ス
以
上

の
高
品
質
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

し
か
使
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
０
・
１
ｃ
ｔ
の
天

然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
配
合
し

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
メ
イ
ク
ア

ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
も
注
目
さ
れ

て
い
た
。

爪
を
保
護
し
潤
い
を
与
え

る
「
さ
く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ネ
イ
ル
」。

手
肌
に
潤
い
を
与
え
、
香

り
が
優
し
い
「
さ
く
ら
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
」。髪

と
お
肌
に
潤
い
を
与
え

る
「
さ
く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ミ
ス
ト
」。

ひ
と
塗
り
す
る
だ
け
で
、

唇
に
潤
い
と
き
ら
め
き
を
与

え
る
「
さ
く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
」。

メ
イ
ク
仕
上
げ
、
デ
コ
ル

テ
や
顔
首
に
も
使
え
る
「
さ

く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ス

パ
ウ
ダ
ー
」
の
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
５
点
も
同
時
に
展
示
さ

れ
て
い
た
。

１０
角
形
８７
面
体

注
目
あ
び
る
繊
細
な
き
ら
め
き
の
さ
く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

各
出
展
ブ
ー
ス
も
大
に
ぎ
わ
い

円相場

１１３．８７円

１１３．７１〃

１１２．９４〃

１１２．４７〃

１１３．５８〃

１１３．７１〃

１１３．７６〃

１１３．０６〃

１１３．６４〃

１１１．７５〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

６２．９６円

６４．８０〃

６４．６９〃

６３．１８〃

６３．２８〃

６４．３６〃

６４．３６〃

６３．９３〃

６３．１８〃

６４．４７〃

Pt

３，８３２円

３，９６９〃

４，０２４〃

３，９１３〃

３，９４４〃

３，９５０〃

３，８９９〃

３，８８６〃

３，８６９〃

３，９３５〃

金

５，０１１円

５，０２２〃

５，０２４〃

４，９７２〃

４，９７６〃

５，０２７〃

４，９９６〃

４，９２５〃

４，８８７〃

４，９８４〃

日 付

３月４日�金
７日�月
８日�火
９日�水
１０日�木
１１日�金
１４日�月
１５日�火
１６日�水
１７日�木
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開場前から長蛇の列
３６社が自慢の商品を出品

第
８７
回

Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
大
盛
況

東
京
貴
宝
が
販
売

自
信
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
ト

１０角形８７面体の繊細なきらめき
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開
催

本
紙
主
催
で

６
月
２１
日
に
決
定

全
国
業
界
再
建
の
唯
一
の
指
標

た
る
べ
く
専
門
誌
と
し
て
邁
進

時計工藝新聞は創刊７０周年
昭
和
２１
年
１０
月
１５
日
創
刊
号
の
決
意
を
再
録

創創刊刊のの譜譜
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昭
和
２２
年
１２
月
２０
日

年
間
で
４
０
０
ｌ
配
給

昭
和
２２
年
１２
月
２０
日
の
紙

面
で
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。

「
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」

「
時
計
修
理
用
の
ア
ル
コ
ー

ル
配
給
」
「
東
京
組
合
が
年

四
百
立
確
保
」
と
の
見
出
し

で
、
東
京
時
計
眼
鏡
小
売
業

協
同
組
合
が
商
工
局
東
京
事

務
所
に
修
理
用
の
ア
ル
コ
ー

ル
の
配
給
を
申
請
中
で
あ
っ

た
が
、
年
間
４
０
０
�
を
年

４
期
に
分
け
て
配
給
す
る
許

可
を
得
た
。

第
１
回
の
配
給
は
１２
月
１２

日
に
行
わ
れ
１
人
当
た
り
０

・
２９
リ
ッ
ト
ル
、
約
１
合
５

灼
程
度
だ
っ
た
。

当
時
は
、
ま
だ
ま
だ
品
不

足
の
状
態
で
何
も
か
も
が
配

給
性
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア

ル
コ
ー
ル
も
配
給
の
た
め
手

に
入
り
に
く
い
も
の
だ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
ア
ル

コ
ー
ル
が
東
京
組
合
か
ら
優

先
的
に
配
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
、
つ
い
飲
ん
で
し
ま

う
方
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
見
出
し
に
出
す
ほ
ど
、
当

時
は
時
計
修
理
用
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
む
方
が
多
か
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
２２
年
４
月
２０
日

公
定
価
格
が
改
定

昭
和
２２
年
４
月
２０
日
付
け

の
紙
面
で
は
、
東
京
時
計
眼

鏡
小
売
商
業
統
制
組
合
が
共

同
組
合
に
移
行
す
る
た
め
、

３
月
２５
日
に
東
京
都
時
計
眼

鏡
小
売
商
業
協
同
組
合
の
設

立
総
会
を
開
催
し
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

記
事
に
よ
る
と
組
合
員
６

９
２
人
中
、
出
席
者
８０
人
、

委
任
状
６
１
２
人
で
「
現
在

の
役
員
は
全
部
退
陣
し
て
貰

い
た
い
」
と
か
「
理
事
に
な

ろ
う
と
す
る
も
の
は
名
乗
り

を
挙
げ
よ
」
と
か
、
か
な
り

激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

様
子
だ
が
、
詮
衡
委
員
２０
人

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
最

高
点
で
当
選
し
た
金
山
重
盛

氏
ら
１１
人
が
理
事
に
な
っ
た

様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
開
か
れ
た
役
員
会
で

關
氏
が
理
事
長
に
互
選
さ
れ

た
。ま

た
同
日
付
け
の
ト
ッ
プ

記
事
に
は
「
時
計
公
定
価
格

改
定
」
「
腕
は
８５
パ
ー
セ
ン

ト
値
上
げ
」の
見
出
し
で「
日

本
時
計
工
業
会
で
は
貴
方
の

如
く
昨
年
１１
月
２６
日
付
け
で

時
計
例
外
価
格
の
認
可
を
得

た
が
、
そ
の
後
労
賃
の
大
幅

値
上
げ
、
資
材
の
暴
騰
に
よ

っ
て
時
計
例
外
価
格
で
は
時

計
製
造
業
者
は
全
然
採
算
不

引
合
の
み
な
ら
ず
生
産
失
調

に
陥
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
将
来
輸
出
産
業
の
重
要

な
部
門
た
る
時
計
工
業
の
沈

滞
を
招
来
す
る
由
々
し
き
事

態
を
憂
へ
て
時
計
製
造
業
者

は
真
剣
な
対
策
を
練
る
と
共

に
日
本
時
計
工
業
會
か
ら
公

定
価
格
の
改
訂
を
当
局
に
申

請
中
で
あ
っ
た
が
、
別
記
如

く
全
面
的
に
公
定
価
格
が
改

定
さ
れ
た
。
今
回
の
改
訂
公

定
価
格
は
従
来
の
例
外
価
格

に
比
し
て
腕
時
計
８５
％
、
目

覚
時
計
４９
％
の
値
上
が
り
と

な
っ
て
居
り
」
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
時
計
全
舞
會

創
立
、
金
澤
時
計
商
業
協
同

組
合
設
立
、
全
国
時
計
材
料

工
具
製
造
協
同
組
合
設
立
な

ど
続
々
と
団
体
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
こ
の
ほ
ど
「
２
０
１
５

年
１０
～
１２
月
の
業
況
報
告
」

を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
年
同

期
比
（
２
０
１
４
年
１０
～
１２

月
）
は
業
況
、
売
上
高
、
仕

入
高
、
利
益
率
が
揃
っ
て
１

桁
の
ポ
イ
ン
ト
増
で
小
幅
な

伸
び
、
前
期
比
（
２
０
１
５

年
７
～
９
月
期
）
は
、
業
況

と
売
上
高
が
２
桁
の
ポ
イ
ン

ト
増
で
大
幅
伸
張
。仕
入
高
、

利
益
率
は
１
桁
の
増
加
に
な

っ
た
。
次
期
（
２
０
１
６
年

１
～
３
月
期
）の
見
通
し
は
、

数
値
を
上
げ
た
今
期
か
ら
一

転
、
業
況
、
売
上
高
、
仕
入

高
は
２
桁
の
ポ
イ
ン
ト
減
、

利
益
率
の
み
１
桁
減
の
大
幅

悪
化
の
見
込
み
。

Ｄ
Ｉ
値
今
期
の
前
年
同
期

比
【
総
合
】
の
業
況
は
４
・

４
ポ
イ
ン
ト
の
小
幅
増
（
Ｄ

Ｉ
マ
イ
ナ
ス
１５
・
５
）
だ
っ

た
。
数
値
を
落
と
し
た
前
期

か
ら
、
年
末
・
ク
リ
ス
マ
ス

期
の
今
期
は
持
ち
直
し
た
。

売
上
高
、
仕
入
高
、
利
益
率

も
１
桁
の
ポ
イ
ン
ト
増
。
業

態
別
は
項
目
に
よ
り
ば
ら
つ

い
た
。
ま
た
、
前
期
比
の
業

況
、
売
上
高
は
２
桁
の
大
幅

な
伸
び
。
仕
入
高
、
利
益
率

は
１
桁
増
。全
業
態
で
業
況
、

売
上
高
、
仕
入
高
、
利
益
率

と
も
回
復
し
、
唯
一
輸
入
卸

の
利
益
率
の
み
ポ
イ
ン
ト
減

だ
っ
た
。

２
０
１
５
年
の
業
況
（
前

年
同
期
比
、
前
期
比
）
は
、

１
～
３
月
期
が
２
桁
減
の
大

幅
悪
化
で
ス
タ
ー
ト
し
、
４

～
６
月
期
は
前
年
の
消
費
増

税
後
に
急
落
し
た
同
時
期
に

比
し
て
大
幅
回
復
し
た
も
の

の
、
７
～
９
月
期
は
再
び
２

桁
の
落
ち
込
み
、
今
期
は
ま

た
回
復
傾
向
に
な
っ
て
、
上

げ
下
げ
の
目
立
つ
１
年
だ
っ

た
。
足
元
の
底
堅
さ
に
欠
け

る
実
態
を
示
し
た
。

今
期
実
績
と
比
較
す
る
次

期
（
２
０
１
６
年
１
～
３
月

期
）
見
通
し
は
、【
総
合
】、

業
態
別
と
も
大
幅
悪
化
の
見

込
み
。
先
行
き
に
不
透
明
感

が
漂
う
。

・
業
態
別
実
績
の
推
移
は

各
業
態
と
も
お
お
む
ね
回
復

の
項
目
が
並
ん
だ
。

製
造
の
売
上
高
１７
・
４
ポ

イ
ン
ト
（
Ｄ
Ｉ
値
も
プ
ラ
ス

４
・
８
に
）
増
、
同
利
益
率

２６
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
、
製
造

卸
の
利
益
率
１７
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
、
輸
入
卸
の
仕
入
れ
高

９
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
な
ど
が

大
幅
な
伸
び
。

そ
の
中
で
悪
化
の
項
目
も

あ
っ
た
。
輸
入
卸
の
利
益
率

が
６
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
に
な

っ
た
ほ
か
、
卸
の
売
上
高
は

３
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
、
小
売

り
の
売
上
高
は
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
減
、
同
仕
入
高
も
１３
・

８
ポ
イ
ン
ト
減
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
調
査
結
果
は
業
態

に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ

た
。
売
上
高
を
見
る
と
、
製

造
、
製
造
卸
が
２
桁
の
ポ
イ

ン
ト
増
、
輸
入
卸
が
１
桁
増

だ
っ
た
が
、
卸
、
小
売
は
悪

化
し
て
い
る
。

・
業
態
別
次
期
見
通
し
は
、

Ｄ
Ｉ
値
に
よ
る
と
、
各
業
態

と
も
落
ち
込
み
、
業
況
、
売

上
高
、
仕
入
高
が
２
桁
の
ポ

イ
ン
ト
悪
化
見
通
し
だ
。

そ
の
中
、
利
益
率
は
卸
の

み
が
４
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
。

製
造
、
製
造
卸
、
輸
入
卸
は

１
桁
減
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

小
売
は
２
桁
減
。

・
金
融
機
関
の
対
応
（
前

期
比
）は
、
Ｄ
Ｉ
値
で
は「
金

融
機
関
の
姿
勢
」
は
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
の
微
増
な
が
ら
Ｄ

Ｉ
値
は
プ
ラ
ス
１７
・
２
と
２

０
１
３
年
１０
～
１２
月
期
以

降
、
２
桁
の
プ
ラ
ス
値
が
継

続
中
。
各
業
態
と
も
同
じ
く

２
桁
の
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
値
に
。

「
資
金
繰
り
」
も
今
期
６

・
６
ポ
イ
ン
ト
増
で
Ｄ
Ｉ
値

が
プ
ラ
ス
０
・
１
。
業
態
別

で
は
ば
ら
つ
い
た
。

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

６月

２～３

２７～２８

１６～１７

２０

９～１０

５月

１２～１３

２６～２７

１６

１９～２０

４月

７～８

２６～２７

１４～１５

２１～２２

１８

３月

３～４

２４～２５

１０～１１

１７～１８

２８

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ダイヤモンドコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ベーシックコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

前年同期比 小幅増 前期比 大幅伸び
次期（１～３月期）は一転厳しい見通し

ＪＪＪＪＡＡ業業況況調調査査報報告告 ２０１５年
１０～１２月

飲んではいけません 時計修理用の
アルコール配給 時

代
象
徴
す
る
見
出
し

昭
和
２２
年

���������	�
���� ��
（第三種郵便物認可）������
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昭
和
２４
年
９
月
２０
日

月
２
回
発
行
断
行

昭
和
２４
年
９
月
２０
日
の
紙

面
で
は「
本
紙
に
用
紙
噌
配
」

の
メ
ー
ン
見
出
し
で
「
本
紙

は
総
理
府
新
聞
出
版
用
紙
割

當
局
の
行
為
に
よ
っ
て
用
紙

の
�
配
を
受
け
た
の
で
、
こ

れ
を
契
機
に
１０
月
か
ら
発
行

日
を
１
日
、
１５
日
と
し
て
２

回
発
行
を
断
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
経
済
９
原
則
の
実

施
に
伴
ひ
わ
が
時
計
、工
藝
、

時
計
附
属
品
、
装
飾
函
喫
煙

具
、
眼
鏡
等
は
輸
出
商
品
の

ホ
ー
プ
と
し
て
そ
の
前
途
を

期
待
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

今
や
平
和
産
業
即
重
点
産
業

と
し
て
斯
界
を
よ
り
振
興
さ

せ
、
こ
れ
が
輸
出
の
活
�
促

進
を
齎
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

耕
さ
ず
し
て
食
料
を
輸
入
す

る
た
め
課
せ
ら
れ
た
役
割
は

重
大
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
こ
の
役
割
を
推
進
さ
せ

る
呼
び
水
と
し
て
斯
業
の
健

全
な
発
展
に
寄
與
し
つ
つ
あ

る
本
紙
の
使
命
も
亦
重
且
大

で
あ
る
。
本
紙
は
號
を
遂
う

て
更
に
紙
面
の
刷
新
充
実
を

圖
り
報
道
の
性
格
迅
速
を
期

し
全
国
三
萬
業
者
の
要
望
に

應
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
な
お
且
用
紙
噌
配
せ
ら

れ
た
り
と
雖
も
３
萬
部
発
行

は
部
数
に
制
限
が
あ
り
用
紙

の
許
す
範
囲
に
お
い
て
新
規

購
読
申
込
に
応
ず
る
」
と
し

て
い
る
。

昭
和
２４
年
１１
月
１
日

待
望
の
輸
入
許
可

昭
和
２４
年
１１
月
１
日
の
紙

面
で
は
「
時
計
メ
ー
カ
ー
に

朗
報
」
と
の
見
出
し
で
「
日

本
時
計
協
会
で
は
豫
て
通
産

省
を
通
じ
て
総
司
令
部
に
腕

時
計
製
造
用
石
と
小
物
用
全

舞
の
輸
入
許
可
を
懇
請
中
で

あ
っ
た
が
こ
の
程
許
可
の
双

方
に
接
し
た
、
こ
れ
に
よ
る

と
腕
時
計
用
石
は
ス
イ
ス
か

ら
８３
万
６
０
０
０
個
（
２
万

５
０
０
０
�
）
、
小
物
用
全

舞
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
２

�
で
い
ず
れ
も
１２
月
中
に
輸

入
さ
れ
る
」。

�株
ベ
リ
テ
（
ジ
ャ
ベ
リ
・

ア
ル
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
３
月
３
日
午

後
３
時
３０
分
か
ら
中
央
区
日

本
橋
茅
場
町
の
東
京
証
券
会

館
で
２
０
１
６
年
３
月
期
第

３
四
半
期
決
算
説
明
会
を
開

催
し
た
。

ジ
ャ
ベ
リ
・
ア
ル
パ
ン
社

長
の
挨
拶
に
次
い
で
米
畑
博

文
Ｃ
Ｆ
Ｏ
よ
り
決
算
説
明
が

行
わ
れ
た
。

２２
期
（
２
０
１
６
年
３
月

期
）
第
３
四
半
期
累
計
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
で
は
、
単
位
・
百

万
円
（

）
内
は
対
前
年
同

月
比
増
減
。
売
上
高
�
６
１

６
５
（
＋
３
０
１
）
、
営
業

利
益
�
１
３
８
（
＋
１
７

９
）
、
経
常
利
益
�
９１
（
＋

２
０
２
）
、
当
期
純
利
益
�

３１
（
＋
１
９
０
）。

【
今
期
の
重
点
施
策
】

▽
情
報
発
信
の
強
化
に
よ

る
集
客
力
の
増
強

▽
新
業
態
店
舗
の
育
成
、

確
立
。

【
第
７２
期
通
期
見
通
し
】

（
２
０
１
５
年
４
月
～
２
０

１
６
年
３
月
）
※
（

）
内

％
は
対
前
期
増
減
率

単
位

・
百
万
円
。

▽
売
上
高
�
８
１
０
０

（
▲
５
・
９
％
）
▽
営
業
利

益
�
１
５
０
（
黒
字
化
）
▽

経
常
利
益
�
７０（
黒
字
化
）▽

当
期
純
利
益
�
１０（
黒
字
化
）

【
取
り
扱
い
ブ
ラ
ン
ド
一

覧
】シ

ョ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ン
ド
�

Ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
、
Ｍ
ｉ
Ｍ
ｉ

Ｋ
ａ
Ｚ
ａ
Ｒ
ｉ
�
取
り
扱
い

ブ
ラ
ン
ド
�
Ｑ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ

Ｉ
、
Ｃ
�
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ

Ｓ

ｏ
ｌ
；
ｔ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
、
Ｐ
ｉ

ｅ
ｒ
ｃ
ｅ

Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ

ｎ
、
Ｌ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ

ｅ
、
Ｂ
ｅ
―
Ｂ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ

ｒ
、
そ
の
他
。

【
会
社
概
要
】

社
名
�
株
式
会
社
ベ
リ
テ

本
社
所
在
地
�
〒
２
２
１

―
８
７
０
５
神
奈
川
県
横
浜

市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
３
丁
目

３３
番
８
号

資
本
金
�

３
９
７
２
７

３
６
９
４
５

円
会
社
設
立

�
１
９
４
８

年
（
昭
和
２３

年
）
５
月
１３

日

代
表
者
�
代
表
取
締
役
社

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ジ
ャ
ベ
リ

ア

ル
パ
ン

事
業
内
容
�
宝
飾
品
専
門

小
売
店
チ
ェ
ー
ン（
宝
飾
品
、

宝
石
、
貴
金
属
、
時
計
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
）

従
業
員
数
�
４
４
７
人

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
嘱
託

含
む
、
２
０
１
５
年
１２
月
３１

日
現
在
）

取
引
市
場
�
東
京
証
券
取

引
所

市
場
第
２
部

証
券

コ
ー
ド
・
９
９
０
４
。

上
場
日
�
１
９
９
１
年

（
平
成
３
年
）
９
月
２６
日
。

国
内
外
に
ブ
ラ
ン
ド
リ
ユ

ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
を
１０
店
展
開

す
る
�株
ギ
ャ
ラ
リ
ー
レ
ア

（
大
阪
市
中
央
区
、
代
表
取

締
役
社
長
・
太
田
延
彰
）は
、

「
ほ
ね
つ
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
」
を

中
心
に
鍼
灸
接
骨
院
の
支
援

事
業
を
展
開
す
る
ア
ト
ラ
�株

（
大
阪
市
西
区
、
代
表
取
締

役
社
長
・
久
世
博
之
）
と
業

務
提
携
契
約
を
締
結
し
た
。

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
ア

ト
ラ
の
鍼
灸
接
骨
院
口
コ
ミ

／
予
約
シ
ス
テ
ム
『
Ｈ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｙ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
（
ハ
ニ

ー
ス
タ
イ
ル
）
』
の
利
用
院

及
び
療
養
費
請
求
代
行
サ
ー

ビ
ス
『
ア
ト
ラ
請
求
サ
ー
ビ

ス
』
の
会
員
向
け
専
用
ク
ロ

ー
ズ
ド
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
上
で
利

用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
な
ど
特

典
の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
レ
ア
は
�
ブ

ラ
ン
ド
製
品
の
購
買
意
欲
�

が
高
い
鍼
灸
接
骨
院
関
係
者

に
対
し
て
直
接
訴
求
が
で

き
、
ま
た
ア
ト
ラ
に
と
っ
て

は
『
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｅ
』
や
『
ア
ト
ラ
請
求
サ

ー
ビ
ス
』
の
導
入
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
同
両
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
増
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ

る
。今
後
の
展
開
と
し
て
は
、

�
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
購
買
意

欲
�
が
高
い
潜
在
顧
客
へ
の

リ
ー
チ
が
叶
う
提
携
を
新
た

に
模
索
。
常
識
に
と
ら
わ
れ

な
い
挑
戦
を
計
画
し
て
い

る
。◆

『
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
―
Ｓ
Ｔ

Ｙ
Ｌ
Ｅ
』
と
は

鍼
灸
接
骨
院
の
口
コ
ミ
／

予
約
シ
ス
テ
ム
。
シ
ス
テ
ム

上
で
は
女
性
の
健
康
や
美
容

に
役
立
つ
情
報
を
発
信
。
そ

の
他
に
も
健
康
・
美
容
商
品

の
購
入
が
可
能
で
、
無
料
会

員
は
購
買
額
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
る
。
「
ハ
ニ
ー

ス
タ
イ
ル
導
入
院
」
と
し
て

公
開
・
紹
介
を
し
て
い
る
鍼

灸
接
骨
院
向
け
に
、
会
員
管

理
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）
や
メ
ル
マ
ガ

配
信
、
物
販
＆
ポ
イ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
、
予
約
シ
ス
テ
ム
な

ど
経
営
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
、
あ
わ
せ
て
「
ハ
ニ

ー
ス
タ
イ
ル
利
用
院
」
限
定

の
ク
ロ
ー
ズ
ド
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

を
展
開
し
て
い
る
。

◆『
ア
ト
ラ
請
求
サ
ー
ビ
ス
』

と
は整

骨
院
・
接
骨
院
・
鍼
灸

院
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
院

の
療
養
費
請
求
業
務
を
代
行

す
る
サ
ー
ビ
ス
。
ク
ラ
ウ
ド

型
の
請
求
ソ
フ
ト
『
Ａ
―
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｓ
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
』
に
よ

り
請
求
デ
ー
タ
の
損
失
リ
ス

ク
を
防
ぎ
、
且
つ
面
倒
な
業

務
を
可
能
な
限
り
カ
ッ
ト
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

ハ
ニ
ー
ス
タ
イ
ル
導
入
院
と

同
様
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

◆
背
景
と
展
望

ア
ト
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
異
業
種
提
携
、

シ
ナ
ジ
ー
の
創
出

『
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｅ
』
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
か

ら
６
年
で
導
入
院
数
、
『
ア

ト
ラ
請
求
サ
ー
ビ
ス
』
は
サ

ー
ビ
ス
開
始
か
ら
７
年
で
会

員
数
１
６
９
５
名
に
達
し
た

（
昨
年
１２
月
時
点
）
。
そ
の

顧
客
数
を
活
か
し
、
こ
れ
ま

で
に
も
建
築
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
や
確
定
申
告
代
行
サ

ー
ビ
ス
事
業
と
い
っ
た
異
業

種
と
の
提
携
を
意
欲
的
に
す

す
め
て
き
た
。
一
方
で
ギ
ャ

ラ
リ
ー
レ
ア
は
、
２
０
１
５

年
７
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
海
外
店
舗
初
出
店
。
他
に

も
ヒ
ゲ
女
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

「
レ
デ
ィ
ビ
ア
ー
ド
」
を
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
起
用
す
る

な
ど
�
攻
め
�
の
経
営
姿
勢

を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、

ア
ト
ラ
か
ら
の
声
掛
け
に
よ

り
協
業
の
運
び
と
な
っ
た
。

■
業
務
提
携
内
容

「
ハ
ニ
ー
ス
タ
イ
ル
導

入
」、「
ア
ト
ラ
請
求
サ
ー
ビ

ス
会
員
」
限
定
の
ク
ロ
ー
ズ

ジャベリ社長

時計部品・工具・ベアーバンド

今 井 商 店
秋 田 市 山 王 新 町 ５ ― １２

〒０１０―０９５２ 電 話 ０１８―８６２―３３３１
ＦＡＸ ０１８―８６２―３６５５

本紙に用紙増配�紙面充実を宣言

売上高、営業利益、経常利益

当期純利益ともに前年比増

ベ
リ
テ
決
算
説
明
会

２
０
１
６
年
３
月
期
第
３
四
半
期

ギャラリーレア提携
鍼灸接骨院経
営サポートのアトラと

攻
め
の
経
営
加
速
へ

�	
��
�������
��（第三種郵便物認可）

昭
和
２４
年

�
�
����
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昭
和
２７
年
４
月
１
日

役
員
改
選
に
向
け

昭
和
２７
年
４
月
１
日
の
紙

面
で
は
「
佐
川
氏
の
呼
聲
高

し
」
の
見
出
し
で
、
「
東
京

時
計
眼
鏡
小
売
商
共
同
組
合

の
役
員
改
選
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
が
、
一
本
化
運
動
の

急
速
な
解
決
に
伴
っ
て
従
来

の
予
想
は
根
本
か
ら
変
更
を

余
議
さ
れ
る
に
至
っ
た
。（
中

略
）眞
に
業
界
愛
に
燃
え
て
、

物
心
両
面
の
力
強
い
奉
仕
を

組
合
員
の
た
め
に
捧
げ
切
る

人
物
を
理
事
長
に
選
ぶ
こ
と

が
絶
対
必
要
で
あ
る
。
後
任

理
事
長
の
下
馬
評
は
適
任
者

を
欠
く
窮
み
が
あ
っ
た
が
、

京
橋
支
部
の
復
帰
に
よ
っ
て

佐
川
久
一
氏
の
線
が
俄
然
有

力
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
、
御
各
方
面
の
期

待
も
佐
川
氏
一
本
に
絞
っ
て

き
て
い
る
の
は
極
め
て
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
大
立
者

佐
川
氏
の
理
事
長
就
任
が
実

現
す
れ
ば
東
京
時
計
小
賣
協

組
は
會
て
な
い
盤
石
の
重
量

感
を
備
え
る
こ
と
に
な
り
飛

躍
は
期
し
て
俟
つ
べ
き
も
の

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
「
京
橋
支
部
復
帰
に
よ

っ
て
理
事
長
の
最
適
任
者
と

し
て
推
し
出
さ
れ
て
き
た
佐

川
氏
は
、
日
本
堂
社
長
と
し

て
時
計
界
に
隠
れ
も
な
い
存

在
で
あ
り
、
率
直
に
余
人
の

言
い
え
ざ
る
と
こ
ろ
を
ズ
バ

リ
と
言
っ
て
の
け
る
豪
快
な

気
性
の
反
面
、
天
真
爛
漫
初

対
面
に
し
て
人
を
惹
き
つ
け

る
魅
力
を
も
っ
て
お
り
、
メ

ー
カ
ー
筋
の
信
頼
は
絶
対

で
、
小
賣
界
に
も
素
晴
ら
し

い
人
気
を
集
め
て
い
る
が
デ

パ
ー
ト
対
専
門
店
の
商
戦
に

率
先
一
劣
兵
と
し
て
陣
頭
に

起
ち
雑
誌
新
聞
の
座
談
会
、

寄
稿
で
は
デ
パ
ー
ト
の
脅
威

に
敢
然
矢
玉
を
浴
び
せ
る
を

信
条
と
し
て
お
り
、
今
後
の

大
資
本
政
策
に
よ
る
デ
パ
ー

ト
と
専
門
店
間
の
激
化
す
る

商
戦
に
は
政
界
、
官
界
、
財

界
と
の
強
力
な
繋
が
り
を
活

か
し
て
政
治
力
の
妙
味
を
十

二
分
に
発
揮
す
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
を

貫
く
も
の
は
亡
き
母
譲
り
の

信
仰
と
人
間
愛
で
、
馬
鹿
に

な
り
切
る
修
行
も
充
分
積
ん

で
お
り
、
挨
拶
や
対
談
の
う

ち
に
み
せ
る
明
敏
な
頭
脳
の

ひ
ら
め
き
は
流
石
と
思
わ
せ

る
に
充
分
で
あ
る
、
二
大
メ

ー
カ
ー
、
卸
筋
で
も
挙
つ
て

佐
川
氏
を
推
し
て
お
り
メ
ー

カ
ー
、
卸
と
の
協
議
も
勿
論

期
待
で
き
る
。
小
乗
よ
り
大

乗
、
京
橋
の
６０
人
よ
り
東
京

の
１
０
０
０
人
、
全
国
３
萬

業
者
の
団
結
が
重
要
で
あ
る

と
は
氏
の
新
年
で
あ
る
。
眞

に
業
界
の
発
展
に
貢
献
す
る

に
は
小
賣
組
合
の
自
主
性
確

立
が
急
務
で
、
氏
の
ご
と
き

実
力
第
一
人
者
に
し
て
初
め

て
成
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
回
の
選
挙
は
佐
川
氏

を
組
合
運
営
の
第
一
線
に
起

た
せ
る
最
初
に
し
て
最
後
の

機
会
で
あ
る
こ
と
を
組
合
員

諸
氏
は
銘
記
す
べ
き
で
あ

る
。昭

和
２４
年
５
月
２０
日

全
国
時
計
小
売
組

合
連
合
を
創
立

昭
和
２４
年
５
月
２０
日
の
紙

面
で
は
「
全
国
時
計
小
賣
組

合
連
合
會
創
立
」
と
の
見
出

し
で
「
全
日
本
時
計
小
賣
商

組
合
連
合
協
議
会
の
設
立
総

会
は
去
る
９
日
新
築
成
っ
た

中
央
区
新
富
町
の
時
計
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
」
そ
し
て

役
員
改
選
の
件
で
は
、
議
長

一
任
と
な
り
会
長
に
は
關
誠

平
氏
に
決
定
し
た
。

昭
和
２４
年

東
京
時
計

産
業
連
盟

東
京
時
計
産
業
連
盟

（
涌
井
宏
昌
理
事
長
）は
、

３
月
３
日
正
午
か
ら
東
上

野
の
オ
ー
ラ
ム
で
３
月
例

会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。開

会
冒
頭
涌
井
理
事
長

は
「
昨
年
１１
月
以
来
の
例

会
で
す
が
、
先
程
の
理
事

会
で
話
が
出
た
の
が
毎
月

１
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

に
つ
い
て
で
す
が
、
皆
さ
ん

で
興
味
の
あ
る
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
互
い
に
話
し
合
っ

て
決
め
た
い
。
本
日
は
私
の

知
人
で
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ウ
ォ

ッ
チ
の
販
売
を
さ
れ
て
い
る

方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
次
に
初
例
会
の

報
告
、
次
に
平
成
２７
年
度
総

会
に
つ
い
て
、
開
催
日
は
平

成
２８
年
５
月
１３
日
（
金
）
、

開
催
場
所
は
新
橋
の
新
橋
亭

新
館
、
総
会
時
間
は
午
後
５

時
～
同
３０
分
、
講
演
会
は
同

３０
分
～
午
後
６
時
３０
分
、
懇

親
会
は
同
３０
分
か
ら
。次
に
、

４
月
例
会
・
会
員
ス
ピ
ー
チ

に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
４
月

８
日
、
�株
オ
ー
ラ
ム
に
て
河

合
利
典
氏
（
東
邦
時
計
取
締

役
）
に
よ
る
会
員
ス
ピ
ー
チ

を
予
定
。
以
上
で
例
会
を
終

り
、引
き
続
き
岡
直
樹
氏（
�有

ダ
イ
ワ
時
計
店
代
表
取
締

役
）
に
よ
る
「
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
ウ
ォ
ッ
チ
業
界
に
つ
い

て
」セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

通
称
１
０
０
年
前
以
上
前

を
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
と
呼
び
、

３０
年
～
１
０
０
年
を
ビ
ン
テ

ー
ジ
と
呼
び
、
３０
年
未
満
を

中
古
と
し
て
い
る
。

挨
拶
す
る
涌
井
理
事
長

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員

会
（
山
崎
素
子
委
員
長
）

平
成
２８
年
第
２
回

�１
現
在
、
全
て
の
カ
ラ

ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
含
‥

フ
ァ
ン
シ
ー
ホ
ワ
イ
ト
）

は
、
透
明
度
の
程
度
を
考

慮
し
て
ク
ラ
リ
テ
ィ
グ
レ

ー
ド
を
決
定
し
て
い
る
事

を
、
再
確
認
し
た
。

�２
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
レ

ポ
ー
ト
に
記
載
す
る
カ
ッ

ト
の
略
称
名
を
決
定
し

た
。�３

他
☆
色
石
委
員
会
（
堀
川

洋
一
委
員
長
）
平
成
２８
年

第
２
回

�１
内
規
の
書
き
換
え
を

会
員
に
提
示
し
、
２０
日
間

ル
ー
ル
を
適
用
し
た
。
会

員
か
ら
の
反
対
意
見
は
な

か
っ
た
の
で
、
理
事
会
承

認
案
件
と
す
る
。

�２
エ
チ
オ
ピ
ア
産
グ
リ

ー
ン
ア
ン
バ
ー
の
報
告
を

受
け
た
。

�３
他

☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美

郁
男
委
員
長
）
平
成
２８
年

第
２
回

�１
「
真
珠
の
定
義
お
よ

び
命
名
法
に
関
す
る
規

定
」
の
改
訂
に
伴
う
内
規

の
見
直
し
が
終
了
し
た
。

５
月
の
合
同
委
員
会
に
て

説
明
を
す
る
。

�２
他

☆
総
務
委
員
会
（
鈴
木

芳
夫
委
員
長
）
平
成
２８
年

第
２
回

�１
認
定
マ
ス
タ
ー
ス
ト

ー
ン
の
自
主
点
検
を
３
月

に
予
定
通
り
行
う
事
を
決

定
し
た
。

�２
平
成
２８
年
度
Ａ
Ｇ
Ｌ

総
会
日
程
を
決
定
し
た
。

日
時
‥
平
成
２８
年
５
月

２８
日（
土
曜
日
）午
前
１１
時

会
場
‥
上
野
区
民
館
４

Ｆ
４
０
１
集
会
室

�３
公
正
競
争
規
約
準
備

委
員
会
（
吉
澤
博
幸
委
員

長
）
・
Ｈ
Ｐ
情
報
開
示
委

員
会
（
近
ケ
イ
子
委
員

長
）
、
各
委
員
会
の
委
員

長
よ
り
、
進
捗
状
況
の
報

告
を
受
け
た
。

�４
他

講演する石川佳柄氏

東
京
商
工
会
議
所
台
東
支

部
・
日
本
貴
金
属
文
化
工
芸

協
同
組
合
・
（
一
社
）
日
本

ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
製
造
団
体
等
協
議
会
主

催
に
よ
る
特
別
講
演
会
が
３

月
８
日
午
後
３
時
か
ら
東
上

野
の
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
こ
こ

か
ら
未
来
へ
！
」
と
題
し
、

技
術
の
伝
承
・
海
外
へ
向
け

て
の
発
信
・
次
世
代
に
向
け

て
考
え
る
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ノ
ブ
コ
・
イ
シ
カ

ワ
氏
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道

を
継
承
し
、
世
界
各
国
で
展

示
会
や
発
表
会
等
の
実
績
を

挙
げ
て
い
る『
石
川
佳
柄（
い

し
か
わ
よ
し
え
）
氏
』
が
語

り
、
日
本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を

世
界
に
知
ら
し
め
る
事
を
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
い
か
な
い
と

日
本
の
技
術
の
良
さ
が
理
解

さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
と
こ
ろ
の
良
さ
特
長
を

前
面
に
出
し
て
い
け
ば
生
き

残
れ
る
と
し
め
く
く
っ
た
。

盤
石
の
重
量
感
備
え
大
飛
躍

佐
川
久
一
氏
を
推
す

東京商工会議所台東支部など４団体が講演会

３月例会セミナー

アンティークウォ

ッチ業界について

ＡＡ
ＧＧ
ＬＬ
２２
月月
のの
活活
動動
報報
告告

大東京組合理事長に大物を

ここから未来へ�

�	
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�� ��（第三種郵便物認可）�
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昭
和
４１
年

昭
和
４１
年
に
は
、
宝
飾
業

界
に
と
っ
て
の
大
事
件
が
起

き
て
い
る
。

戦
時
中
、
時
の
政
府
に
よ

っ
て
国
民
か
ら
半
ば
強
制
的

に
買
い
上
げ
た
と
言
わ
れ
る

�
日
銀
ダ
イ
ヤ
�
の
一
部
が

初
め
て
放
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

７
月
１１
日
の
紙
面
で
は

「�
選
択
入
札
�
要
望
の
声
」

と
見
出
し
で
「
政
府
は
戦
後

こ
の
方
、
内
外
の
関
心
を
集

め
て
き
た
い
わ
ゆ
る
接
収
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
（
総
量
１６
万
１

２
３
５
カ
ラ
ッ
ト
、
１
４
９

万
８
０
４
６
個
）
の
う
ち
、

１３
・
４
％
に
当
た
る
２
万
１

７
５
０
カ
ラ
ッ
ト
を
来
る
９

月
、公
開
入
札
に
付
す
る
が
、

宝
石
装
身
具
業
界
で
は
石
を

選
択
し
て
応
札
で
き
る
よ
う

政
府
に
働
き
か
け
て
い
る
。

こ
れ
は
商
品
化
出
来
る
石
と

出
来
な
い
石
を
分
け
て
入
札

さ
せ
る
べ
き
と
う
い
う
も
の

で
、
政
府
の
出
方
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
」
と
し
て
入
札

条
件
を
近
く
発
表
す
る
と
報

じ
た
。

さ
ら
に
９
月
１１
日
の
紙
面

で
は
「
小
売
店
も
扱
え
る
日

銀
ダ
イ
ヤ
」
と
の
見
出
し
で

「
戦
時
中
、
時
の
政
府
が
国

民
か
ら
な
か
ば
強
制
的
に
買

い
上
げ
た
い
わ
ゆ
る
�
日
銀

ダ
イ
ヤ
�
の
一
部
が
今
秋
、

委
託
販
売
と
競
争
入
札
と
い

う
二
つ
の
方
法
で
国
民
に
戻

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

大
蔵
省
は
、
こ
の
ほ
ど
委
託

販
売
店
に
つ
い
て
先
に
内
定

し
て
い
た
基
準
を
ゆ
る
め
、

条
件
付
き
で
全
時
連
会
員
に

も
店
頭
で
販
売
さ
せ
る
こ
と

を
決
め
た
。
」
と
し
東
京
４

４
４
、
大
阪
３
７
７
、
北
海

道
２
２
３
店
舗
な
ど
計
２
９

１
９
店
が
取
扱
い
を
希
望
し

て
い
る
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
１０
月
１１
日
の
紙

面
で
は
、
入
札
要
綱
が
正
式

に
決
ま
り
、
１０
月
１５
日
に
申

し
込
み
が
締
め
切
ら
れ
、
入

札
が
１０
月
３１
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

「
入
札
は
１８
の
ヤ
マ
別
に

行
い
、
ダ
イ
ヤ
の
総
数
は
１

万
２
４
６
７
個
（
７
４
５
１

・
２
カ
ラ
ッ
ト
）
で
あ
る
。」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

多
く
の
事
業
者
が
宝
飾
市
場

に
参
入
し
、
宝
飾
業
界
繁
栄

の
礎
と
も
言
え
る
年
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
資
料
に
よ
る
と
、

接
収
ダ
イ
ヤ
が
１０
月
２９
日
か

ら
、
全
国
主
要
５１
都
市
の
デ

パ
ー
ト
、
貴
金
属
商
、
時
計

店
な
ど
１
６
９
店
舗
で
、
い

っ
せ
い
に
売
り
出
さ
れ
る

が
、
そ
の
前
夜
の
２８
日
か
ら

東
京
、
大
阪
の
各
デ
パ
ー
ト

前
に
は
、
徹
夜
の
行
列
が
つ

づ
い
た
。

都
内
で
は
３１
店
で
３
６
０

０
個
が�
放
出
�さ
れ
る
が
、

も
っ
と
も
売
り
出
し
個
数
の

多
い
日
本
橋
の
三
越
本
店

（
５
０
０
個
）
で
は
午
前
九

時
す
ぎ
に
一
番
乗
り
し
た
と

い
う
目
黒
区
の
工
場
経
営
者

（
５４
）
を
ト
ッ
プ
に
、
午
後

１１
時
４５
分
に
は
５
０
０
人
に

達
し
、
あ
と
は�
お
断
わ
り
�

に
な
る
な
ど
、
ど
こ
も
た
い

へ
ん
な
人
気
で
あ
っ
た
と
い

う
。
行
列
は
や
は
り
女
性
が

６
割
と
中
年
婦
人
が
目
立
っ

て
い
た
。

こ
の
年
以
降
も
ダ
イ
ヤ
の

放
出
が
行
わ
れ
、
昭
和
５０
年

代
ま
で
に
１０
回
以
上
の
入
札

が
行
わ
れ
た
。

全
面
ワ
ク
井

昭
和
２７
年
１
月
１
日
の

紙
面
で
は
、
創
刊
当
初
か

ら
弊
紙
の
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
涌
井
�
太
郎

氏
が
会
長
を
務
め
る
関
東

ワ
ク
井
會
の
方
々
が
全
面

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

各
支
部
長
が
写
真
入
り

で
掲
載
さ
れ
、
ま
さ
に
壮

観
で
あ
る
。

東
京
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工

業
組
合
、
東
京
髪
飾
品
製

造
協
同
組
合
、
東
京
装
身

具
協
同
組
合
、
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
同
組
合
の
４
組
合
は
、

去
る
２
月
２３
日
に
４
組
合

協
議
会
の
法
人
設
立
登
記

を
完
了
さ
せ
、新
た
に「
一

般
社
団
法
人
ア
ク
セ
サ
リ

ー
四
組
合
協
議
会
」
が
誕

生
し
た
。

【
一
般
社
団
法
人
ア
ク

セ
サ
リ
ー
四
組
合
協
議

会
】■

事
務
所
‥
〒
１
１
１

―
０
０
５
６
東
京
都
台
東

区
小
島
２
ノ
９
ノ
１０
（
旧

小
島
小
学
校
内
）
�
０３
―

３
８
６
３
―
４
８
４
４
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
３
８
６
３
―

４
８
４
５
／
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スafcc4931@

gm
ai

l.com■
役
員
‥
▽
代
表
理
事

・
中
川
茂
樹
▽
理
事
・
杉

野
邦
煕
▽
同
・
中
村
人
▽

同
・
春
宮
伸
光
▽
監
事
・

嶋
野
浩
詔

■
社
員
数
‥
設
立
時
５

人
■
事
業
目
的
‥
ア
ク
セ

サ
リ
ー
業
界
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
。

○
装
身
具
、
装
飾
品
の

見
本
市
、展
示
会
の
企
画
、

運
営○

研
修
、
後
継
者
育
成

事
業○

共
同
購
入
、
共
同
宣

伝
、
福
利
厚
生
事
業

○
施
設
管
理
お
よ
び
一

般
事
務
受
託
業
務

○
そ
の
他
関
連
す
る
付

帯
事
業

■
事
業
年
度
‥
毎
年
２

月
１
日
か
ら
翌
年
１
月
３１

日
ま
で
の
年
１
期
。

■
設
置
機
関
‥
監
事
お

よ
び
理
事
会
を
設
置
す

る
。■

基
金
‥
基
金
制
度
を

活
用
し
、
引
き
受
け
る
者

の
募
集
を
行
う
。

な
お
、
詳
し
い
問
い
合

わ
せ
は
、
一
般
社
団
法
人

ア
ク
セ
サ
リ
ー
四
組
合
協

議
会
事
務
代
行
、
本
間
照

雄
�
０３
―
３
８
６
３
―
４

８
４
４
ま
で
。

貴社と共に成長する会社を目指します

宝飾品の総合商社

片 岡 商 店 株 式 会 社

〒５５０―００１４ 大阪市西区北堀江１丁目１９番地１号
八光心斎橋ＡＩＲＢｌｄｇ５Ｆ

ＴＥＬ ０６（６５３１）８ ３ ７ １
ＦＡＸ ０６（６５３１）６ ４ ２ ５

昭
和
５０
年
代
ま
で
１０
回
以
上

ア
ク
セ
サ
リ
ー
四
組
合

協
議
会
が
待
望
の
誕
生

宝飾業界に衝撃�日銀ダイヤ放出
２
万
１
７
５
０

カ
ラ

ッ
ト

公
開
入
札

�������	
�����	�（第三種郵便物認可）��������
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ど
ん
な
衝
撃
に
も
壊
れ
な

い
�
�
と
い
う
お
し
ゃ
れ
な

腕
時
計
が
人
気
を
呼
ん
で
い

る
。
シ
ョ
ッ
ク
に
強
い
と
い

う
わ
け
だ
。

そ
ん
な
ス
グ
レ
物
を
手
に

し
て
も
、
驚
き
を
隠
せ
な
い

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
が

３
月
に
入
っ
て
立
て
続
け
に

起
き
た
。

ま
ず
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
が
リ
オ
五
輪
出
場
切
符

を
逃
し
た
こ
と
だ
。

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
、

２
０
１
１
年
ド
イ
ツ
Ｗ
杯
優

勝
、
１２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
銀

メ
ダ
ル
、
１５
年
カ
ナ
ダ
Ｗ
杯

準
優
勝
と
圧
倒
的
な
強
さ
を

見
せ
て
ア
ジ
ア
で
は
無
敵
だ

っ
た
。
男
子
代
表
に
続
き
、

８
月
の
リ
オ
行
き
は
間
違
い

な
い
、
と
信
じ
て
疑
わ
な
か

っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
は
ず
だ
。

と
こ
ろ
が
日
本
開
催
と
地

の
利
が
あ
り
な
が
ら
、
あ
え

な
く
敗
退
し
た
だ
け
に
シ
ョ

ッ
ク
は
大
き
い
。

エ
ー
ス
澤
穂
希
が
現
役
引

退
し
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
過

去
の
実
績
を
評
価
し
て
佐
々

木
則
夫
監
督
に
固
執
し
て
チ

ー
ム
の
若
返
り
に
失
敗
し
た

と
指
摘
す
る
声
が
大
き
い
。

５
年
前
の
Ｗ
杯
優
勝
メ
ン

バ
ー
と
た
い
し
て
変
わ
ら

ず
、
年
を
取
っ
た
選
手
は
動

き
が
鈍
く
な
り
、
そ
の
間
に

各
国
か
ら
研
究
さ
れ
つ
く
さ

れ
、丸
裸
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、
Ｗ
杯

の
ほ
う
が
五
輪
よ
り
も
ス
テ

ー
タ
ス
が
上
だ
が
、
女
子
サ

ッ
カ
ー
に
限
っ
て
は
違
う
。

１
９
９
１
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
世
界
選
手
権
女
子
大
会

は
、
４
回
大
会
の
０３
年
か
ら

Ｗ
杯
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
９６
年

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
か
ら
女
子

サ
ッ
カ
ー
が
正
式
競
技
に
な

り
歴
史
が
古
い
。
そ
し
て
、

こ
の
時
に
世
界
中
に
放
送
さ

れ
て
人
気
に
火
が
付
い
た
。

五
輪
金
メ
ダ
ル
の
ほ
う
が

Ｗ
杯
優
勝
よ
り
も
価
値
が
あ

る
と
い
う
わ
け
だ
。

だ
か
ら
日
本
女
子
も
ロ
ン

ド
ン
銀
メ
ダ
ル
の
次
は
リ
オ

金
メ
ダ
ル
、
が
合
言
葉
だ
っ

た
が
、
は
か
な
く
消
え
て
し

ま
っ
た
。

そ
し
て
テ
ニ
ス
界
の
マ
リ

ア
・
シ
ャ
ラ
ポ
ア
の
ド
ー
ピ

ン
グ
違
反
だ
。
テ
ニ
ス
四
大

大
会
で
５
度
の
優
勝
が
あ

り
、�
ロ
シ
ア
の
妖
精
�
と

呼
ば
れ
る
美
人
プ
レ
ー
ヤ
ー

だ
。１

月
の
全
豪
オ
ー
プ
ン
後

に
禁
止
薬
物
の
使
用
が
見
つ

か
り
、
「
今
年
か
ら
禁
止
リ

ス
ト
に
載
っ
た
の
で
気
が
付

か
な
か
っ
た
」
と
弁
明
し
た

が
、ト
ッ
プ
プ
ロ
だ
け
に「
知

ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
。
口
に
す
る
も
の
す

べ
て
に
細
心
の
注
意
を
払
う

の
が
、
当
然
の
義
務
だ
か
ら

だ
。
こ
の
ド
ー
ピ
ン
グ
違
反

に
よ
る
代
償
は
大
き
い
。

最
大
４
年
間
の
出
場
停
止

で
リ
オ
五
輪
も
絶
望
視
さ

れ
、
ナ
イ
キ
、
ポ
ル
シ
ェ
、

タ
グ
・
ホ
イ
ヤ
ー
も
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
を
停
止
し
、
収
入

も
ガ
タ
減
り
に
な
る
。

そ
し
て
最
後
は
、
こ
れ
か

ら
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
い
う
巨

人
で
の
不
祥
事
発
覚
だ
。

昨
年
１１
月
に
野
球
賭
博
へ

の
関
与
で
巨
人
の
福
田
聡

志
、笠
原
将
生
、松
本
竜
也
の

３
投
手
が
解
雇
さ
れ
て
一
件

落
着
か
、
と
思
わ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
４
人
目
と
な
る
高
木

京
介
投
手
の
関
与
が
３
月
に

入
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
は
自
浄
能
力
の
な

い
巨
人
か
ら
フ
ァ
ン
は
ま
す

ま
す
逃
げ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
球
団
会
長
や
オ
ー
ナ
ー

が
責
任
を
取
っ
て
辞
め
た

ら
、
そ
れ
で
済
む
と
い
う
話

で
は
な
い
。
今
年
は
セ
、
パ

と
も
３
月
２５
日
に
開
幕
す

る
。
巨
人
は
東
京
ド
ー
ム
で

ヤ
ク
ル
ト
と
対
戦
す
る
が
、

ス
タ
ン
ド
に
陣
取
っ
た
フ
ァ

ン
の
目
は
厳
し
い
も
の
に
な

る
は
ず
だ
。
巨
人
関
係
者
に

と
っ
て
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
開
幕
に
な

り
そ
う
だ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
典
央
）

昭
和
４１
年
１２
月
１１
日
号

電
池
腕
第
１
号
は

シ
チ
ズ
ン
が
発
表

昭
和
４１
年
１２
月
１１
日
の
紙

面
で
は
「
日
本
も
『
電
池
腕
』

時
代
へ
」と
し
て「
動
力
を
ゼ

ン
マ
イ
に
求
め
ず
、
電
池
に

よ
り
作
動
さ
せ
る
『
電
池
腕

時
計
』
の
時
代
が
日
本
に
も

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す

で
に
純
国
産
第
１
号
と
し
て

シ
チ
ズ
ン
時
計
が
昨
年
発
表

し
て
い
る
が
、
服
部
時
計
店

も
試
作
段
階
を
す
ぎ
量
産
の

メ
ド
が
経
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
折
も
折
、
日
本
時
計

学
会
は
『
電
子
腕
時
計
を
含

め
た
電
気
時
計
の
将
来
』
に

つ
い
て
学
問
的
見
地
か
ら
意

見
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

明
年
か
ら
国
産
、
外
国
産
の

電
池
腕
時
計
が
シ
ェ
ア
拡
大

競
争
を
演
じ
る
の
は
必
至
と

み
ら
れ
、
新
分
野
を
開
く
時

計
業
界
は
内
外
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。」と
し
て
い
る
。

昭
和
４５
年
４
月
１
日
号

７０
年
Ｗ
Ｏ
Ｆ
売
上

２
億
円
超
の
成
果

昭
和
４５
年
４
月
１
日
の
紙

面
で
は
「
売
上
げ
二
億
円
こ

え
る
」
と
の
見
出
し
で
「
東

京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
主
催
の

『
７０
年
ワ
ー
ル
ド
・
オ
プ
チ

カ
ル
・
フ
ェ
ア
』は
、
去
月
１９

日
九
段
の
科
学
技
術
館
で
開

か
れ
、
来
会
二
千
余
名
、
取

引
き
高
は
前
売
り
を
含
め
て

２
億
円
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と

い
う
成
果
を
収
め
て
終
了
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
世
界

の
眼
鏡
と
関
係
機
械
器
具
を

展
示
即
売
し
た
も
の
だ
が
、

古
い
メ
ガ
ネ
や
書
物
な
ど
の

参
考
展
示
、
講
演
会
や
メ
ガ

ネ
モ
ー
ド
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り

沢
山
な
催
し
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
、
来
場
者
に
好
評
だ
っ

た
。」
と
報
じ
て
い
る
。

株

式

会

社

エ

ク

ミ

ス

代
表
取
締
役
社
長

山

田

悟

〒
１１０
―
００１５

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
丁
目
二
〇
の
四

第
一
日
笠
ビ
ル

電

話

〇
三
―
五
六
八
八
―
六

〇

八

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
五
六
八
八
―
六

〇

八

〇

日
本
リ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
議
会
正
会
員

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
正
会
員

U
R

L
http

://w
w

w
.ecm

is.jp
E

-m
ail

yam
ada@

ecm
is.jp

ススポポーーツツ界界をを襲襲っったた
悪悪夢夢ののトトリリププルル衝衝撃撃

ま
さ
に
春
の
嵐
！
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
、
シ
ャ
ラ
ポ
ワ
、
巨
人

電池腕時代 ＷＯＦ好伸
�����	�
������
� 	�

昭
和
４０
年
代

（第三種郵便物認可）������
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一
般
社
団
法
人
日
本
時
計

輸
入
協
会（
小
谷
進
理
事
長
）

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
、「
第

１８
回
機
械
式
時
計
技
術
講
習

会
」
の
申
し
込
み
締
め
切
り

が
４
月
８
日
と
迫
っ
て
い

る
。
同
協
会
が
ヒ
コ
・
み
ず

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
東
京
都
渋
谷
区
）
の
協
力

の
も
と
に
、
毎
年
５
月
か
ら

７
月
の
期
間
開
催
し
て
い
る

同
講
習
会
。
受
講
者
は
ウ
オ

ッ
チ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資

格
試
験
制
度
で
筆
記
試
験
合

格
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
実

技
試
験
が
免
除
に
な
る
。

【
第
１８
回
機
械
式
時
計
技

術
講
習
会
要
綱
】

・
講
習
会
コ
ー
ス
‥
対
象

は
輸
入
時
計
業
界
に
係
わ
り

の
あ
る
仕
事
に
従
事
し
て
い

な
が
ら
も
修
理
経
験
が
な

く
、
機
械
式
時
計
を
覚
え
た

い
人
。
（
営
業
、
販
売
担
当

者
、
サ
ー
ビ
ス
受
け
付
け
担

当
者
向
き
）
な
お
、
最
後
に

ク
オ
ー
ツ
の
分
解
や
ク
ロ
ノ

グ
ラ
フ
の
解
説
も
あ
る
。

・
受
講
料
‥
８
万
９
０
０

０
円
（
税
込
）
。
受
講
料
に

は
次
記
の
教
材
使
用
料
、
テ

キ
ス
ト
代
、
貸
出
工
具
費
用

を
含
む
。
Ｃ
ａ
ｌ
�
Ｅ
Ｔ
Ａ

６
４
９
７
と
ケ
ー
ス
、
文
字

盤
、
針
、
バ
ン
ド
等
外
装
部

品
、
そ
の
他
消
耗
品
お
よ
び

教
材
資
料
。

な
お
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
（
教
材
）
の
入
手
状
況
や

諸
費
用
高
騰
に
よ
る
受
講
料

改
訂
と
と
も
に
、
教
材
時
計

の
提
供
は
な
い
の
で
、
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
一
方
、

工
具
を
持
っ
て
い
な
い
人
が

事
前
に
買
い
求
め
る
必
要
は

な
い
と
の
こ
と
。
（
講
習
会

場
で
貸
し
出
し
）

・
募
集
人
数
‥
定
員
２０
人

（
開
催
最
少
人
数
１５
人
）。

・
開
催
日
時
‥
５
月
１２
日

～
７
月
１４
日
ま
で
の
木
曜

日
、
全
１０
回
。

５
月
１２
・
１９
・
２６
日
、
６

月
２
・
９
・
１６
・
２３
・
３０
日
、

７
月
７
・
１４
日
。

毎
回
午
後
６
時
３０
分
～
午

後
９
時
（
１
回
２
時
間
３０

分
）。・

開
催
場
所
‥
ヒ
コ
・
み

ず
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

神
南
校
舎
、
東
京
都
渋
谷
区

神
南
１
ノ
４
ノ
２２
�
０３
�
５

７
２
８
�
６
０
６
０

・
講
師
‥
ヒ
コ
・
み
ず
の

教
員
２
人
。

平
成
２８
年
度
前
期
の
貴
金

属
装
身
具
製
作
技
能
検
定

（
１
級
・
２
級
）
の
受
け
付

け
が
、
４
月
か
ら
始
ま
る
。

同
検
定
は
、
現
場
で
働
く

技
能
者
の
技
能
を
検
定
し
、

国
と
し
て
証
明
す
る
制
度

で
、
合
格
者
に
は
技
能
士
の

称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
試
験

に
は
実
技
と
学
科
が
あ
り
、

最
近
は
東
京
、
山
梨
、
新
潟
、

神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵

庫
、
長
崎
な
ど
で
実
施
。
試

験
地
は
選
択
可
能
で
、
地
域

外
の
人
の
受
験
も
可
能
。

申
し
込
み
先
は
各
都
道
府

県
の
職
業
能
力
開
発
協
会
。

ま
た
、
東
京
は
、
東
京
貴
金

属
検
定
協
議
会
（
事
務
所
文

化
組
合
�
０３
�
３
８
３
２
�

４
０
６
６
）
で
も
受
け
付
け

て
い
る
。

な
お
、
過
去
年
度
の
学
科

問
題
集
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
製
造
団
体
等
協
議

会
の
販
売
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。【

受
験
資
格
】
１
級
‥
実

務
経
験
７
年
以
上
、
２
級
‥

実
務
経
験
２
年
以
上
・
３
級

合
格
者
。

【
受
付
日
】
４
月
４
日
か

ら
１５
日
（
職
業
能
力
開
発
協

会
）４
月
５
日
か
ら
１３
日（
東

京
貴
金
属
検
定
協
議
会
）。

【
受
験
費
用
】
受
験
料
、

試
験
材
料
（
１８
Ｋ
）
費
、
地

域
に
よ
り
貸
与
方
法
が
あ

る
。【

試
験
日
】
実
技
試
験
‥

６
月
中
旬
（
地
域
に
よ
り
異

な
る
）
、
学
科
試
験
‥
８
月

８
日
（
全
国
一
斉
）。

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

プ
ロ
ダ
ク
ツ
�株
（
田
中
伸
夫

社
長
、
以
下
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）
は
、

国
内
向
け
事
業
を
切
り
離

し
、
子
会
社
の
ベ
ス
ト
ビ
ジ

ョ
ン
�株
（
以
下
Ｂ
Ｔ
Ｖ
）
と

事
業
を
統
合
し
、
新
た
な
販

売
会
社
「
セ
イ
コ
ー
ア
イ
ウ

ェ
ア
�株
」
を
、
２
０
１
６
年

４
月
１
日
に
発
足
す
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｐ
は
、
昨
今
の
厳
し

い
国
内
市
場
環
境
に
対
応
し

長
期
的
に
眼
鏡
事
業
を
育
成

す
る
に
は
、
組
織
再
編
を
行

い
こ
と
で
事
業
基
盤
を
強
め

る
こ
と
が
急
務
と
の
判
断
か

ら
、
今
回
新
販
売
会
社
発
足

と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
の
事
業
は

新
会
社
で
も
そ
の
ま
ま
ベ
ス

ト
ビ
ジ
ョ
ン
営
業
部
と
し
て

継
続
し
、
商
品
も
レ
ン
ズ
・

フ
レ
ー
ム
と
も
に
セ
イ
コ
ー

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
強
化
す
る

と
同
時
に
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
の
機
能

も
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
魅
力

あ
る
豊
富
な
商
品
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｏ

Ｐ
の
国
内
事
業
は
セ
イ
コ
ー

ア
イ
ウ
ェ
ア
�株
に
継
承
さ
れ

る
。
Ｓ
Ｏ
Ｐ
は
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
会
社
と
し
て
、
世
界

中
の
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
眼
鏡
ビ
ジ

ネ
ス
を
統
括
す
る
と
と
も

に
、
国
内
に
お
い
て
は
、
医

薬
品
医
療
機
器
等
法
（
旧
薬

事
法
）
上
の
製
造
販
売
業
者

と
し
て
、
今
後
も
セ
イ
コ
ー

ア
イ
ウ
ェ
ア
�株
の
眼
鏡
ビ
ジ

ネ
ス
に
深
く
関
わ
っ
て
い

く
。▼

セ
イ
コ
ー
ア
イ
ウ
ェ
ア

�株
（SE

IK
O

E
Y

E
W

E
A

R
C

O
.,L

T
D

）
〒
１
０
４

�
０
０
３
２
東
京
都
中
央
区

八
丁
堀
１
�
９
�
９
セ
イ
コ

ー
八
重
洲
通
ビ
ル
（
発
足
日

・
２
０
１
６
年
４
月
１
日
）

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協

同
組
合
（
加
藤
裕
理
事
長
）

は
「
第
３５
回
東
貴
組
合
大
展

示
会
」
を
３
月
５
日
に
、
秋

葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
４

階
で
昨
年
同
様
に
フ
ァ
ミ
リ

ー
展
と
同
時
開
催
し
た
。

会
場
で
は
、
商
品
の
品
定

め
を
す
る
来
場
者
や
商
談
を

す
る
来
場
者
も
数
多
く
み
ら

れ
、
展
示
会
は
終
日
賑
っ
て

い
た
。

恒
例
の
大
展
示
抽
選
会

は
、
４
月
１
日
、
午
後
２
時

か
ら
、
月
例
展
示
会
の
会
場

内
で
実
施
。
賞
金
は
、

１
等
１
万
円
１
本
、
２
等

５
０
０
０
円
３
本
、
３
等

３
０
０
０
円
５
本
、
４
等
２

０
０
０
円
１０
本
、
５
等
１
０

０
０
円
が
残
り
全
部
に
な

る
。大

展
示
会
に
出
品
し
た
商

社
は
次
の
通
り
。
�株
ア
ベ
ジ

ュ
エ
リ
ー
、
河
井
真
珠
�株
、

�株
ク
リ
エ
イ
ト
タ
カ
ノ
、
�株

ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
、
�株
ジ
ェ
ム

ク
レ
ー
ル
、
�株
ジ
ェ
ム
ズ
ヤ

マ
グ
チ
、
�株
タ
カ
ク
、
�株
竹

本
、
�株
田
中
真
珠
、
田
中
宝

飾
�株
、
土
屋
産
業
�株
、
�株
バ

ン
ビ
、�株
ミ
モ
ザ
の
計
１３
社
。

（
５０
音
順
）

な
お
、
�株
ア
ベ
ジ
ュ
エ
リ

ー
・
�株
ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
・
�株

竹
本
・
土
屋
産
業
�株
・
�株
バ

ン
ビ
・
�株
ミ
モ
ザ
の
６
社
の

会
付
は
大
展
示
扱
い
と
な
る

が
、
３
月
５
日
、
当
日
は
出

品
し
な
か
っ
た
。

・
申
し
込
み
締
め
切
り
日

‥
４
月
８
日
（
金
）
先
着
順

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
に
な
る
。

・
教
材
‥
ス
イ
ス
Ｃ
ａ
ｌ

�
Ｅ
Ｔ
Ａ
６
４
９
７

・
修
了
証
の
交
付
‥
講
習

会
の
規
定
に
従
い
、
修
了
証

を
交
付
。

・
講
習
申
し
込
み
先
‥
一

般
社
団
法
人
日
本
時
計
輸
入

協
会
�
０３
�
３
２
７
０
�
５

９
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
�
３
２
７

０
�
５
９
８
０

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
問
い
合

わ
せ
先
‥
ヒ
コ
・
み
ず
の
ジ

ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
長
沼
様

�
０３
�
５
７
２
８
�
６
０
６

０

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ｊ
Ｊ

事
務
所
移
転
完
了

Ｇ
Ｉ
Ａ
同
窓
会
日
本
支
部

（
Ｇ
Ｉ
Ａ
�
Ａ
Ｊ
Ｊ
、
藤
田

健
会
長
）
は
、
昨
年
１２
月
２５

日
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
閉

校
に
伴
う
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
�
Ａ
Ａ

Ｊ
の
事
務
所
移
転
を
完
了
さ

せ
て
、
今
ま
で
同
様
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
構
築
し
た
。

今
後
の
活
動
予
定
は
、
５

月
下
旬
に
総
会
お
よ
び
２５
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
、
夏
に

は
Ｊ
Ｊ
Ｆ
会
場
で
、
恒
例
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
ー
、
関
東
支
部
・
関
西
支

部
で
は
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
中
だ
。

新
事
務
所
は
次
の
通
り
。

〒
１
１
０
�
０
０
１
６
東

京
都
台
東
区
台
東
４
ノ
１９
ノ

９
山
口
ビ
ル
１１
階
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｔ

ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
合
同
会
社
内
Ｇ
Ｉ

Ａ
�
Ａ
Ｊ
Ｊ
事
務
局
�
０３
�

３
８
３
９
�
８
２
３
４
（
同

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
メ
ー
ル
‥office

@
giaaaj.jp

東
京
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
業
協
同
組
合

理

事

長

川

越

浩

司

組

合

員

一

同

〒
１１１
―
００５６

東

京

都

台

東

区

小

島

二

―

九

―

十

電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共

〇
三
―
五
八
二
五
―
七
八
〇
三

H
P–A

dd
http

://takk.jp
E

–m
ail

jim
@

takk.jp

東
京
美
装
商
工
業
協
同
組
合

理

事

長

石

田

国

久

役

員

一

同

〒
１１０
―
００１５

東

京

都

台

東

区

東

上

野

一

―

二

一

―

三

電

話

〇
三
―
三
八
三
四
―
二

九

九

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
三
四
―
〇

三

〇

五

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協
同
組
合

理

事

長

加

藤

裕

役

員

一

同

〒
１１０
―
００１５

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
―
二
一
―
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
―
三
八
三
一
―
四
五
六
四

た

つ

み

宝

石

店

代
表
取
締
役

辰

巳

貞

一

〒
５４２
―
００８１

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
三
丁
目
十
二
の
六

電

話

〇
六
―
六
二
五
一
―
三
二
一
二

真 珠 輸 入 卸

株式
会社 ケー・ジェー・エム

東京都台東区東上野２ノ２２ノ１４
電 話 ０３―３８３９―０７０７
ＦＡＸ ０３―３８３９―０８０５

営業所 神戸

申
し
込
み
締
め
切
り
４
月
８
日
に
迫
る

機
械
式
時
計
技
術
講
習
会

厳
し
い
事
業
環
境
に
対
応

ＳＯＰがベストビジョンと統合

第
３５
回
東
貴
組
合
大
展
示
会

活
発
な
商
談
す
る
来
場
者
も

貴
金
属
装
身
具

製
作
技
能
検
定

セセイイココーーアアイイウウェェアア４４月月１１日日発発足足

受
付
４
月

５
日
か
ら

�����	�
������
�（第三種郵便物認可）������	�
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高島屋ＷＡＴＣＨ ＭＡＩＳＯＮ

カ
シ
オ
計
算
機
は
、
３
月

２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
東

京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
の
Ｅ
Ｂ

ｉ
Ｓ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

「
２
０
１
６
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

＆
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
時
計
新
製
品
展
示
会
」

を
開
催
し
た
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、
進

化
、
そ
し
て
革
新
。
～
時
代

が
求
め
る
真
の
価
値
を
目
指

し
て
～
と
銘
打
っ
て
開
か
れ

た
。

そ
の
中
で
、
水
圧
を
感
知

し
、
現
在
の
水
深
を
計
測
す

る
圧
力
セ
ン
サ
ー
、
腕
を
傾

け
た
状
態
で
も
方
位
の
計
測

が
可
能
な
自
動
水
平
補
正
機

能
付
き
磁
気
セ
ン
サ
ー
、
マ

イ
ナ
ス
１０
度
か
ら
６０
度
の
範

囲
で
水
温
ま
た
は
気
温
を
計

測
す
る
温
度
セ
ン
サ
ー
の
ト

リ
プ
ル
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し

た
Ｇ
Ｗ
Ｆ
―
Ｄ
１
０
０
０
が

中
央
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

同
機
は
、
ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ

オ
ッ
チ
と
し
て
進
化
を
極
め

た
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ

Ｎ
と
し
て
登
場
し
た
も
の

で
、
プ
ロ
の
ダ
イ
バ
ー
の
声

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
正

因
開
発
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
２
０

０
�
防
水
、
最
大
８０
�
の
水

深
計
測
に
対
応
し
た
ほ
か
、

潜
水
時
に
重
要
な
情
報
と
な

る
方
位
・
水
温
な
ど
の
計
測

機
能
を
装
備
し
た
真
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
の
た
め
の
ダ
イ

バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
と
な
っ
て
い

る
。そ

の
ほ
か
の
特
徴
と
し
て

は
、
手
の
甲
へ
の
干
渉
を
避

け
る
た
め
、
左
右
非
対
称
の

ケ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

し
、
初
代
モ
デ
ル
か
ら
続
く

ア
イ
コ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

し
て
い
る
。
さ
ら
に
潜
水
中

の
使
用
を
想
定
し
、
ラ
イ
ト

ボ
タ
ン
、
コ
ン
パ
ス
ボ
タ
ン

を
操
作
し
や
す
い
右
側
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
、
グ
ロ
ー
ブ
装

着
時
の
操
作
性
を
考
慮
し
、

左
右
で
異
な
る
形
状
の
大
型

ボ
タ
ン
を
採
用
す
る
と
と
も

に
滑
り
止
め
加
工
も
施
し
て

い
る
。

そ
し
て
、
樹
脂
素
材
の
な

か
に
高
い
強
度
を
持
つ
炭
素

繊
維
を
織
り
込
ん
で
封
入
す

る
こ
と
で
、
強
靭
な
バ
ン
ド

を
実
現
し
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
着
用
時
の
使
用
を
想
定

し
、
バ
ン
ド
の
長
さ
を
長
く

し
て
い
る
。

カ
シ
オ
の
Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
『
Ｇ
Ｗ
Ｆ
―
Ｄ
１
０
０
０
』

協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
（
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ｃ
、
布
田
昭
理
事
長
）は
、

２
０
１
６
年
２
月
１２
日
か
ら

１４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
２

０
１
６
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬

季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
新

潟
」
で
行
わ
れ
た
、
「
ヘ
ル

シ
ー
・
ア
ス
リ
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｐ
）
」
の
中

の「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
イ
ズ
」

に
参
加
協
力
し
た
。

同
大
会
は
２
０
１
７
年
オ

ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る

世
界
大
会
へ
の
日
本
選
手
団

選
考
会
を
兼

ね
て
開
催
さ

れ
、
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー

イ
ン
グ
・
シ

ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト

・
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト

・
フ
ロ
ア
ホ

ッ
ケ
ー
の
７
競
技
が
、
ア
ス

リ
ー
ト
６
５
０
人
の
参
加
で

行
わ
れ
た
。

Ｈ
Ａ
Ｐ
は
、
開
会
式
と
フ

ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
の
行
わ
れ
る

「
朱
鷺
メ
ッ
セ

（
新
潟
市
）」

で
、
２
月
１２
日
・
１３
日
の
２

日
間
行
わ
れ
た
。
「
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
イ
ズ
」
は
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
後
援
を
受

け
、
レ
ン
ズ
は
ニ
コ
ン
・
エ

シ
ロ
ー
ル
社
、
フ
レ
ー
ム
・

サ
ン
グ
ラ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ゴ

ー
グ
ル
は
サ
フ
ィ
ロ
社
、
検

査
機
器
は
�株
ニ
デ
ッ
ク
の
協

力
で
提
供
さ
れ
、
度
付
メ
ガ

ネ
を
無
償
で
提
供
し
た
。
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
内
容
は
、「
問

診
」
「
裸
眼
視
力
（
遠
方
・

近
方
）」「
眼
位
」「
立
体
視
」

「
色
覚
」「
眼
圧
」「
眼
底
」

「
ス
リ
ッ
ト
ラ
ン
プ
」
で
、

今
回
は
ア
ス
リ
ー
ト
と
新
潟

市
内
の
知
的
障
害
の
あ
る
方

１
９
４
人
が
参
加
、
そ
の
う

ち
新
た
な
メ
ガ
ネ
が
必
要
と

さ
れ
る
方
２７
人
に
無
償
で
メ

ガ
ネ
を
提
供
し
た
。

眼
科
医
師
・
視
能
訓
練
士

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
勢
４７

人
。
そ
の
う
ち
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
か

ら
は
９
社
１７
人
が
参
加
し

た
。Ａ

Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
、
２
０
０
２

年
８
月
の
「
第
３
回
夏
季
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
東
京
」

か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
啓
蒙

活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
し

て
い
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
ス
ク
ー
リ
ニ
ン
グ

高
島
屋
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
・
Ｍ

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
（
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
３
―
１
―
８
）
は

話
題
の
新
作
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
性
に
富
ん
だ
高
級
時
計
ブ

ラ
ン
ド
だ
け
を
取
り
揃
え
て

い
る
。

１
階
に
は
、
オ
メ
ガ
、
パ

ネ
ラ
イ
、
シ
ャ
ネ
ル
、
カ
ル

テ
ィ
エ
、
ブ
ラ
ン
パ
ン
、
ロ

レ
ッ
ク
ス
、
ユ
ン
ハ
ン
ス
、

オ
リ
ス
、
テ
ィ
ソ
、
ハ
ミ
ル

ト
ン
、
ビ
ク
ト
リ
ノ
ッ
ク
ス

・
ス
イ
ス
ア
ー
ミ
ー
、
ヴ
ィ

ス
コ
ン
テ
ィ
、ジ
ェ
イ
コ
ブ
、

ア
ク
ア
ノ
ウ
テ
ィ
ッ
ク
、
エ

テ
ル
ナ
、
エ
ポ
ス
、
シ
ャ
ウ

ボ
ー
グ
ウ
オ
ッ
チ
、
ビ
ジ
ュ

モ
ン
ト
レ
、
ア
ジ
ム
ー
ト
、

ハ
ッ
ク
マ
ン
、ア
ノ
ー
ニ
モ
、

ア
モ
ン
リ
ザ
、
ロ
ン
ジ
ン
、

ラ
ド
ー
、
ゾ
デ
ィ
ア
ッ
ク
、

ミ
ナ
セ
、
エ
ン
ポ
リ
オ
ア
ル

マ
ー
ニ
、
カ
ン
パ
ー
ラ
、
エ

ク
シ
ー
ド
、
Ｇ
シ
ョ
ッ
ク
、

エ
ム
ア
ー
ル
―
Ｇ
、
エ
ム
テ

ィ
―
Ｇ
、
ベ
ビ
ー
―
Ｇ
、
グ

ッ
チ
、
ル
キ
ア
、
セ
イ
コ
ー
、

ア
ス
ト
ロ
ン
、
テ
ィ
セ
、
ブ

ラ
イ
ツ
、
ボ
ヴ
ェ
、
バ
ー
バ

リ
ー
、
ド
ル
チ
ェ
、
エ
ク
セ

リ
ー
ヌ
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
オ

シ
ア
ナ
ス
、プ
レ
サ
ー
ジ
ュ
、

ア
テ
ッ
サ
、
ザ
シ
チ
ズ
ン
、

シ
チ
ズ
ン
ク
ロ
ス
シ
ー
、
シ

チ
ズ
ン
シ
リ
ー
ズ
８
、
プ
ロ

マ
ス
タ
ー
、ポ
ー
ル
ス
ミ
ス
。

こ
の
ほ
か
、
ロ
レ
ッ
ク
ス
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
。

２
階
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
ミ

ュ
ラ
ー
、ブ
ラ
イ
ト
リ
ン
グ
、

ブ
ラ
イ
ト
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ベ

ン
ト
レ
ー
、タ
グ
ホ
イ
ヤ
ー
、

リ
シ
ャ
ー
ル
・
ミ
ル
、
ハ
リ

ー
・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
、
ア
イ

・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
シ
ー
、
セ

イ
コ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ナ

ー
（
ク
レ
ド
ー
ル
、
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
、
ガ
ラ
ン
テ
）、

オ
ー
デ
マ
ピ
ゲ
、
ヴ
ァ
シ
ュ

ロ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
、

ジ
ャ
ガ
ー
・
ル
ク
ル
ト
、
ゼ

ニ
ス
、
ジ
ラ
ー
ル
・
ペ
ル
ゴ
、

カ
ー
ル
Ｆ
・
ブ
ヘ
ラ
、
パ
ル

ミ
ジ
ャ
ー
ニ
・
フ
ル
リ
エ
、

ド
ゥ
グ
リ
ソ
ゴ
ノ
、
ス
ナ
イ

パ
ー
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
、
ラ

ル
フ
テ
ッ
ク
、
ボ
ー
ム
＆
メ

ル
シ
エ
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
、
ア

ー
ノ
ル
ド
＆
サ
ン
、
ベ
ル
＆

ロ
ス
、
グ
ロ
ー
バ
、
コ
ン
コ

ル
ド
、ロ
ー
マ
ン
ゴ
テ
ィ
エ
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
、
ブ
レ
ゲ
、
ウ

ブ
ロ
、
ピ
ア
ジ
ェ
、
パ
テ
ッ

ク
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
こ
の
他
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
な
ど

を
手
掛
け
る
ウ
ル
ト
ラ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
集
団
「
チ
ー
ム
ラ

ボ
」
に
よ
る
美
し
い
デ
ジ
タ

ル
映
像
が
い
つ
も
見
ら
れ

る
。
時
計
ブ
ラ
ン
ド
の
持
つ

歴
史
や
記
念
モ
デ
ル
な
ど
、

ウ
オ
ッ
チ
メ
ゾ
ン
で
取
り
扱

う
多
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
時
計
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど

に
ま
つ
わ
る
書
籍
と
専
門
誌

が
閲
覧
出
来
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
コ
ー
ナ
ー
だ
。

中
部
眼
鏡
卸
協
同
組
合

（
小
林
成
年
理
事
長
）が
主
催

す
る
「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
オ
プ

チ
カ
ル
フ
ェ
ア（
Ｅ
Ｏ
Ｆ
）２

０
１
６
」が
、来
る
４
月
５
日

・
６
日
の
２
日
間
、
ウ
イ
ン

ク
あ
い
ち
で
開
催
さ
れ
る
。

流
行
を
先
取
り
し
た
最
新

ア
イ
ウ
ェ
ア
や
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
斬
新
な
ア
イ
テ

ム
を
多
数
展
示
す
る
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
１
等
１
万
円
５
本
を
筆

頭
に
２
等
５
０
０
０
円
１０

本
、３
等
３
０
０
０
円
２０
本
、

４
等
１
０
０
０
円
４０
本
、
５

等
５
０
０
円
５
０
０
本
、
６

等
１
０
０
円
（
は
ず
れ
く
じ

な
し
）の
お
買
い
上
げ
抽
選
。

抽
選
券
は
お
買
い
上
げ
３
万

円
ご
と
に
１
枚
も
ら
え
る
。

ま
た
、
毎
回
好
評
の
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
や
正
午
ま
で
の

来
場
者
に
お
食
事
券
を
配
布

す
る
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
（
４

月
６
日
の
み
）
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
両
日

と
も
に
レ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
が

同
時
開
催
さ
れ
る
。

会
場
は
、
ウ
イ
ン
ク
あ
い

ち
（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

４
―
４
―
３８
愛
知
県
産
業
労

働
セ
ン
タ
ー
７
Ｆ
展
示
場
・

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
東

側
）
、
開
催
時
間
は
５
日
が

１５
時
～
２０
時
、
６
日
は
１０
時

～
１６
時
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
昨
年
１０
月
時
点
で

の
主
催
者
発
表
か
ら
開
催
時

間
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
。

活
況
だ
っ
た
カ
シ
オ
の
展
示
会
会
場

時
計
企
画
室
コ
ス
タ
ン
テ

（
運
営
�有
コ
ス
タ
ン
テ
、長
野

県
岡
谷
市
、清
水
新
六
社
長
）

は
、
Ｓ
Ｐ
Ｑ
Ｒ（
ス
ポ
ー
ル
）

×
漆
塗
り
職
人
の
技
に
よ
る

藍
色
に
艷
め
く
漆
の
文
字
盤

と
り
ゅ
う
ず
を
搭
載
し
た

「
ｕ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
―
ｋ
ｉ
ｓ

ｏ

機
械
式
」を
、先
ご
ろ
１

０
０
本
限
定
で
発
売
し
た
。

常
に
他
社
に
先
駆
け
た
商

品
を
開
発
し
世
に
送
り
出
し

て
い
る
同
ブ
ラ
ン
ド
の
主
要

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
伝
統
工
芸
や
職
人

技
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。同

モ
デ
ル
で
木
曽
漆
の
匠

が
作
り
上
げ
た
の
は
、
黒
の

よ
う
で
黒
で
は
な
い
、
奥
深

い
藍
色
の
文
字
盤
。
ピ
ン
ク

ゴ
ー
ル
ド
の
ケ
ー
ス
の
中
に

し
っ
と
り
と
輝
き
、
ス
ー
ツ

や
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア
と
組

み
合
わ
せ
や
す
く
、
シ
ッ
ク

な
ス
タ
イ
ル
に
決
ま
り
そ
う

だ
。
完
成
ま
で
に
２
カ
月
も

の
時
間
が
か
け
ら
れ
る
と
い

う
、
漆
器
に
劣
ら
ぬ
手
の
込

み
よ
う
。
完
成
し
た
文
字
盤

は
漆
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り

・
暖
か
み
を
感
じ
る
。

９
時
位
置
に
は
時
計
の
心

臓
部
「
て
ん
ぷ
」
の
動
き
を

目
で
楽
し
め
る
国
産
機
械
式

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
搭
載
。

ま
た
、
赤
み
が
か
っ
た
ピ

ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
の
ケ
ー
ス
に

合
わ
せ
る
ベ
ル
ト
は
、
日
本

で
唯
一
の
馬
具
メ
ー
カ
ー
・

ソ
メ
ス
サ
ド
ル
が
手
が
け
た

品
の
良
い
ボ
ル
ド
ー
カ
ラ
ー

の
レ
ザ
ー
、
ま
た
は
大
人
の

色
気
が
薫
る
ネ
イ
ビ
ー
の
ク

ロ
コ
ダ
イ
ル
レ
ザ
ー
が
選
べ

る
。
価
格
は
３２
万
４
０
０
０

円
（
税
込
）。

ｕｒｕｓｈｉ―ｋｉｓｏ機械式

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売

協
同
組
合
（
近
藤
千
佳
之
理

事
長
）
は
、
３
月
２
日
に
台

東
区
浅
草
の
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
台
東
館
で
、
仕
入

事
業
３
社
（
ウ
オ
ッ
チ
・
ジ

ャ
パ
ン
�株
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
・

ア
ン
ド
・
ワ
ー
ル
ド
タ
イ
ム

�株
、
オ
プ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
�株
）

主
催
に
よ
る
恒
例
の
「
春
の

大
仕
入
会
」
を
開
催
し
た
。

【
出
展
者
名
】

▽
ウ
オ
ッ
チ
・
ジ
ャ
パ
ン

�株
�
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ

�株
、セ
イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
�株
、

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
、
リ
ズ
ム

時
計
工
業
�株
東
京
支
店
営
業

一
課
、
�株
タ
ス
ク
、
�株
シ
ン

ヤ
、
�株
み
つ
わ
。
▽
ジ
ュ
エ

リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ワ
ー
ル
ド

タ
イ
ム
�株
�
シ
チ
ズ
ン
宝
飾

�株
、
�株
ゴ
ー
ル
ド
・
ワ
ン
、

グ
ル
ー
プ
根
岸
、
�株
Ｂ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
・
Ｇ
Ｈ
Ｉ
、
エ
バ
ー
産
業

�株
、
�株
タ
ス
ク
。
▽
オ
プ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
�株
�
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ

�株
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
カ
ン
パ
ニ

ー
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
眼
鏡
�株
、

�株
中
山
眼
鏡
、
�株
三
共
社
、

�株
タ
ス
ク
オ
プ
チ
カ
ル
、
�株

テ
ィ
ー
エ
ス
エ
ル
、
青
山
眼

鏡
�株
、
ベ
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン
�株

に
ぎ
わ
う
春
の
大
仕
入
会

東
京
眼
鏡
専
門
学
校
（
東

京
都
新
宿
区
、
畑
田
豊
彦
校

長
）で
は
、
３
月
１７
日
に「
平

成
２７
年
度
卒
業
式
」
を
開
い

た
。
今
年
は
、
第
１
眼
鏡
学

科
１６
人
、
第
２
眼
鏡
学
科
７

人
、
通
信
教
育
（
春
コ
ー
ス

・
秋
コ
ー
ス
）
修
了
生
５４
人

が
巣
立
っ
た
。

式
で
は
、
畑

田
校

長

の

挨

拶
、
岡
本
育
三

理
事
長
の
挨
拶

の
あ
と
に
岡
本

真
波
さ
ん
と
徳

留
健
太
さ
ん
が

成
績
優
秀
者
と

し
て

表

彰

さ

れ
、
櫻
井
崇
伸

さ
ん
が
皆
勤
賞

（
３
年
間
）
の

表
彰

を

受

け

た
。セ

イ
コ
ー
オ

プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�株

の
中
島
章
副
社
長
が
来
賓
挨

拶
を
行
い
佐
津
川
南
月
さ
ん

が
答
辞
を
の
べ
終
了
し
た
。

学
校
法
人
東
京
眼
鏡
学
園

東
京
眼
鏡
専
門
学
校
（
東
京

都
新
宿
区
）
は
、
先
ご
ろ
校

長
の
人
事
異
動
を
発
表
。
平

成
２８
年
４
月
１
日
付
で
、
畑

田
豊
彦
氏
か
ら
新
た
に
、
林

光
久
氏
が
同
校
校
長
に
就
任

す
る
。

林
光
久
氏
略
歴
�
１
９
８

１
年
獨
協
大
学
外
国
語
学
部

英
語
学
科
文
学
士
、
８４
年
チ

ャ
ッ
プ
マ
ン
大
学
Ｂ
。
Ｓ
。

（
理
学
士
）
、
８９
年
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・
オ
プ
ト
メ
ト
リ
ー
、

８９
～
２
０
０
０
年
早
稲
田
眼

鏡
専
門
学
校
講
師
、
００
～
１６

年
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
専
任

講
師
、
１６
年
東
京
眼
鏡
専
門

学
校
校
長
。

畑
田
校
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
卒
業
生

ヤ
マ
ト
徽
章
�株
（
東
京
都

文
京
区
、
出
井
久
之
社
長
）

は
、
４
月
７
日
・
８
日
の
２

日
間
、
ヤ
マ
ト
徽
章
�株
Ｍ
Ｄ

ビ
ル
３
Ｆ
で
「
２
０
１
６
年

サ
ン
レ
オ
展
示
商
談
会
」
を

開
催
す
る
。

毎
年
恒
例
の
同
展
、
今
回

は
「
２
０
１
６
年
～
サ
ン
レ

オ
に
で
き
る
モ
ノ
づ
く
り
」

と
題
し
、
単
な
る
商
品
紹
介

だ
け
で
な
く
、
�１
サ
ン
レ
オ

商
品
の
さ
ら
な
る
展
開
�２
女

性
の
目
線
・
視
点
か
ら
選
ぶ

も
の
�３
新
し
い
モ
ノ
へ
の
挑

戦
�４
Ｉ
Ｔ
技
術
・
ネ
ッ
ト
へ

の
対
応
な
ど
、
同
社
の
総
合

力
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
場
は
、
ヤ
マ
ト
徽
章
�株

Ｍ
Ｄ
ビ
ル
３
Ｆ
（
〒
１
１
３

	
０
０
０
１
東
京
都
文
京
区

白
山
１
ノ
２６
ノ
１９
）
�
０３
―

３
８
１
４
―
５
１
７
１
会
期

は
、
４
月
７
日
・
８
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
と
な
っ

て
い
る
。

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

（公社）日本眼鏡技術者協会
会 長 津 田 節 


副会長・役員一同

〒５３２―０００３ 大阪市淀川区宮原１―２―６

新大阪橋本ビル９Ｆ

ＴＥＬ０６―４８０７―５０７０ ＦＡＸ０６―４８０７―５００９

中部眼鏡卸協同組合
理事長 小 林 成 年

組 合 員 一 同

〒４６０―０００７ 名古屋市中区新栄１―３５―１９
名古屋眼鏡�株内

電 話 ０５２―２６２―６５９６

大阪眼鏡卸協同組合
理事長 岸 田 二 彦

ほか組合員一同

〒５４３―０００１ 大阪市天王寺区上本町８―６―３

電 話 ０６―６７７１―２５５２代～３

理事長 布田 昭
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東
京
眼
鏡
専
門
学
校
が
発
表

新
校
長
に
林
光
久
氏

７７人が感激の巣立ち
東京眼鏡専門学校２７年度卒業式

中
部
眼
鏡
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
４
月
５
、６
日

Ｅ
Ｏ
Ｆ
２
０
１
６
開
催

わ
く
わ
く
め
が
ね
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日本冬季ナショナルゲーム
新潟の「ＨＡＰ」に参加協力

ＡＪＯＣ９社１７人が支援

いま注目の高島屋ＷＡＴＣＨ ＭＡＩＳＯＮ

１
階

話
題
の
時
計
見
て
そ
し
て
触
れ
て

２
階

こ
だ
わ
り
の
品
、
名
門
の
品
堪
能

水深計測対応トリプルセンサー搭載

カシオＧＷＦ―Ｄ１０００

ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
ォ
ッ
チ
と
し
て
の
進
化
極
め
る

春夏の新製品展示会で注目

コ
ン
ス
タ
ン
テ
が
１００
本
限
定
で
発
売

ｕ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
�
ｋ
ｉ
ｓ
ｏ
機
械
式

藍
色
に
艶
め
く
漆
の
文
字
盤
と
り
ゅ
う
ず

東
京
時
宝
眼
小
売
協
の
仕
入
事
業
３
社

春
の
大
仕
入
会
活
況

ヤ
マ
ト
徽
章
４
月
７
、
８
日

サ
ン
レ
オ
展
示
商
談
会
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